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（平成19年） 

－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

ほら 大きいのが 
　　　　捕れたよ！ 
ほら 大きいのが 
　　　　捕れたよ！ 

　７月８日、竹野町小丸の竹野川で第１６回川に親し
むつどい～ 川  人 大集合～が開催されました。

かわ んど

　このつどいは、竹野ふるさと創生協会が主催で、
川の自然にふれあうことにより、美しい川を大切に
する気持ちを育むために開催されているものです。
　当日は、魚のつかみどりや川原遊びなどが行われ、
川原に造られたいけすでは、ニジマスやアマゴなど
約１，３００匹が放され、子どもたちは、素手やタモで
楽しそうに捕まえていました。ニジマスを捕まえた
 上  村  竜靖 くん（但東町相田・４歳）は「大きいのが
うえ むら りゅうせい

捕れたよ。楽しかった」と笑顔で話していました。

川に親しむつどい川に親しむつどい
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全
国
的
に
子
ど
も
の
数
、
出
生

数
は
減
っ
て
き
て
お
り
、
豊
岡
市

に
お
い
て
も
少
子
化
の
進
行
は
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育

成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
処
す
る
た
め
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
」
な
ど
の
少
子
化
対
策
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
進

行
す
る
少
子
化
の
流
れ
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
、
平
成　

年
に

１５

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か

に
生
ま
れ
、
子
育
て
に
夢
と
希
望

の
持
て
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、

国
・
県
・
市
・
企
業
・
地
域
・
市

民
で
力
を
合
わ
せ
、
集
中
的
、
計

画
的
に
子
育
て
支
援
の
取
組
み
を

進
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

行
動
計
画
は
、
本
市
の
総
合
計

画
を
踏
ま
え
て
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
輝
い
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
部
門
計

画
と
位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
施

策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
の
指
針
で
す
。

　

計
画
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で

２１

に
進
め
る
施
策
の
方
向
性
を
総
合

計
画
策
定
の
背
景

計
画
の
位
置
づ
け

豊
岡
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
を
策
定

「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・

子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち 
豊
岡
」を
目
指
し
て

▲集い、ふれあい、楽しむ親子（６月３０日、豊岡市子育てセンターまつり）

　市では、平成１７年５月に国の次世代育成支援対策推進法に基づき
策定した「豊岡市次世代育成支援対策地域行動計画」を、より総合
的かつ具体的な計画とするために見直しを行いました。
　基本理念を「子育てが楽しいまち・子どもが元気に育つまち　豊
岡」とし、平成２１年度までの行動計画としています。

《問合せ》こども育成課こども企画室
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「豊岡市次世代育成支援対策地域行動計画」策定

的
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
に
住
み
続
け
た
い
、
結
婚

や
子
育
て
に
夢
や
希
望
が
持
て
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
な
が
ら
仕
事

が
し
た
い
な
ど
、
多
様
化
す
る
生

活
様
式
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が

実
現
で
き
る
地
域
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
路
地
や

川
、
野
や
山
で
歓
声
を
上
げ
て
駆

け
回
っ
て
遊
び
、
仕
事
や
子
育
て

に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

市
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・
子
ど

も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち　

豊
岡
」

を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
基

本
目
標
と
し
て
「
３
つ
の
笑
顔
」

を
定
め
ま
す
。

①
子
ど
も
の
笑
顔

　

自
分
自
身
に
、
ふ
る
さ
と
・
豊

岡
に
自
信
を
持
て
る
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成

に
努
め
、
子
ど

も
た
ち
が
輝
い

て
い
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

②
家
庭
と
地
域
の
笑
顔

　

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
不
安

や
負
担
の
軽
減
に
努
め
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
や

す
い
、
子
育
て

が
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

③
若
者
の
笑
顔

　

豊
岡
で
就
職
・
結
婚
・
子
育
て

を
し
た
い
若
者

の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
取
組
み

に
努
め
、
若
者

が
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
の
増
加
が
、

市
民
や
企
業
・
団
体
な
ど
に
と
っ

て
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
の
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

※
具
体
的
な
取
組
み
は
、
４
〜
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
３
つ
の
笑
顔
」の
着
実
な
実
現

を
図
る
た
め
の
取
組
方
針
と
し
て
、

次
の
７
つ
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
取
組
み
①

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
資

す
る
環
境
の
整
備

・
児
童
の
健
全
育
成
の
推
進

・
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に

向
け
た
教
育
環
境
等
の
整
備

・
子
ど
も
の
保
護
の
推
進

・
食
育
の
推
進

■
取
組
み
②

　

子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
生

活
環
境
の
整
備

・
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備

・
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の

整
備

・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害
環
境

対
策
の
推
進

■
取
組
み
③

　

要
支
援
家
庭
児
童
へ
の
対
応
な

ど
き
め
細
か
な
取
組
み
の
推
進

・
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

・
一
人
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推

進
・
障
害
児
施
策
の
充
実

・
外
国
人
へ
の
支
援
の
充
実

■
取
組
み
④

　

子
育
て
支
援
の
充
実
・
強
化

・
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

・
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担

の
軽
減

■
取
組
み
⑤

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進

・
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進

・
再
就
職
等
の
促
進
支
援

■
取
組
み
⑥

　

母
子
の
健
康
の
確
保
お
よ
び
増

進
・
安
心
・
安
全
な
妊
娠
・
出
産
の

た
め
の
支
援

・
小
児
医
療
の
充
実

■
取
組
み
⑦

　

次
代
の
親
の
育
成
支
援

・
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

・
若
者
の
結
婚
対
策
の
推
進

・
若
者
定
住
施

策
の
推
進

・
都
市
と
農
村

の
交
流
事
業

の
推
進

計
画
の
取
組
方
針

計
画
の
基
本
理
念

計
画
の
基
本
目
標

【基本目標】 

市民の笑顔 
企業・団体の笑顔 

こどもの笑顔 

家庭と地域 
の笑顔 

若者の笑顔 
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次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
か
つ
緊

急
な
項
目
を
「
３
つ
の
笑
顔 
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

遊
び
を
再
生
し
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
効

果
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
日
高
町
清
滝
、
三
方

地
区
で
公
民
館
を
活
用
し

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
下

校
時
型
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

・
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

事
業
計
画
を
策
定
し
、
放

課
後
等
の
安
全
で
健
や
か

な
子
ど
も
の
居
場
所
を
確

保
し
ま
す
。

な
ど
の
施
設
を
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
な
交
流
拠
点
の
場

と
位
置
づ
け
、
地
域
住
民
や
高

齢
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
群
れ

◇
公
民
館
、
小
・
中
学
校
な
ど
を

子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
、

群
れ
遊
び
を
再
生
し
ま
す

・
公
民
館
、
小
・
中
学
校
、
公
園

◇
運
動
遊
び
や
自
然
体
験
活
動
を

推
進
し
、
健
や
か
な
心
と
身
体

を
育
み
ま
す

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
子
育
て
セ

ン
タ
ー
等
で
運
動
遊
び
を
実
施

し
、
小
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、

指
導
者
を
養
成
し
ま
す
。

・
自
立
心
や
社
会
性
を
育
む
自
然

体
験
や
野
外
活
動
な
ど
、
子
ど

も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
を
推
進

し
ま
す
。

・
早
寝
早
起
き
、
朝
食
を
取
る
な

ど
、
生
活
リ
ズ
ム
向
上
へ
の
意

識
啓
発
に
よ
り
、
基
本
的
生
活

習
慣
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
豊
岡
を
愛
し
、
豊
岡

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
て

ま
す

・
社
会
科
副
読
本
、
ふ
る
さ
と
自

慢
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
地
域
の

文
化
や
特
性
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と

学
習
を
進
め
、
郷
土
愛
を
培
い

ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
の
産
業
を
学
び
、
ふ

る
さ
を
知
る
こ
と
で
将
来
の
自

分
の
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と

の
で
き
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
の
祭
り

や
伝
統
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
、

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
中
で

地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
ま
す
。

◇
子
育
て
中
の
親
子
を
地
域
全
体

で
支
え
、
楽
し
い
子
育
て
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

・
親
子
ふ
れ
あ
い
の
読
み
聞
か
せ

講
座
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
公

民
館
と
子
育
て
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
て
幼
児
教
育
学
級
を
開
催

し
、
楽
し
い
子
育
て
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

・
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動

を
支
援
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
ま
す
。

・
在
宅
育
児
家
庭
支
援
の
た
め
、

保
護
者
の
病
気
や
休
養
な
ど
の

▲運動遊び

▲子どもの野外活動

▲地域での祭り

3
つ
の
笑
顔　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
群
れ
遊
び
再
生
事
業
）

▲放課後児童クラブ

家
庭
と
地
域
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
家
庭
と
地
域
の
子
育
て
力
再
生
事
業
）

基
本
目
標
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時
に
、
保
育
所
で
子
ど
も
を
預

か
る
一
時
保
育
事
業
を
拡
充
し

ま
す
。

・
子
育
て
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
子
育

て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
し
ま
す
。

◇
子
育
て
相
談
窓
口
の
充
実
と
情

報
提
供
に
よ
り
、
不
安
や
悩
み

を
解
消
し
ま
す

・
育
児
不
安
や
悩
み
を
解
消
す
る

た
め
、
育
児
相
談
や
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
情
報
を
効
果
的
に

提
供
す
る
こ

と
で
参
加
を

促
し
、
子
育

て
の
仲
間
づ

く
り
を
支
援

し
ま
す
。

・
在
宅
子
育
て
家
庭
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
保
育
所
、
幼
稚

園
の
園
庭
開
放
や
公
開
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

・
家
庭
児
童
相
談
室
の
機
能
を
強

化
し
、
県
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
深
め
ま
す
。

◇
地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
な
ど

を
活
発
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
り
ま
す

・
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
、

日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る

見
守
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
交
通
安
全
教
室
、
防
犯
教
室
を

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
等
で
実
施
し
ま
す
。

・
街
路
灯
や
防
犯
灯
の
整
備
に
よ

り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

◇
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、

若
者
た
ち
の『
働
く
場
づ
く
り
』

を
目
指
し
ま
す

・
豊
岡
市
環
境
経
済
戦
略
や
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
取
組
み

で
、
環
境
経
済
型
企
業
の
集
積

を
進
め
ま
す
。

・
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
雇
用
奨

励
金
制
度
を
活
用
し
た
雇
用
拡

大
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
資
源
の
再
発
見
・
創
造
に

よ
る
、
ま
ち
の
産
業
の
活
性
化

や
観
光
産
業
の
振
興
を
図
り
、

若
者
が
定
着
し
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

◇
楽
し
く
集
え
る
、
若
者
た
ち
の

『
交
流
の
場
づ
く
り
』を
推
進
し

ま
す

・
県
が
進
め
る
こ
う
の
と
り
の
会

や
ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
へ
の
企
業
参
加
を
促
進
し
、

若
者
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
で
、
都

市
と
農
村
交
流
の
活
性
化
を
支

援
し
ま
す
。

・
地
域
の
伝
統
行
事
や
商
工
会
青

年
部
な
ど
各
種
団
体
の
イ
ベ
ン

ト
行
事
を
支
援
し
、
若
者
交
流

の
場
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◇
安
心
し
て
結
婚
、
子
育
て
が
で

き
る
若
者
た
ち
の『
生
活
の
場

づ
く
り
』を
推
進
し
ま
す

・
女
性
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
再
就
職
支
援
制
度
の
情

報
提
供
や
事
業
所
啓
発
を
行
い

ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

意
識
啓
発
に
努
め
、
父
親
の
育

児
参
加
を
促
し
ま
す
。

・
保
育
所
の
保
育
時
間
延
長
や
病

後
児
の
保
育
な
ど
、
働
く
親
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
効
果
的
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

・
勤
労
者
の
住
宅
取
得
を
支
援
す

る
た
め
、
低
金
利
貸
付
制
度
の

普
及
や
利
用
促
進
を
行
い
ま
す
。

・
都
市
住
民
の
定
住
に
向
け
、
空

地
・
空
家
の
有
効
活
用
を
検
討

し
ま
す
。

　

本
計
画
の
確
実
な
推
進
に
は
、

市
民
や
企
業
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
の
関
係
団
体
の
理
解
と

協
力
な
く
し
て
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
子
育
て
や
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
対
す
る
責
任
や

役
割
を
認
識
し
、
互
い
に
力
を
合

わ
せ
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
計
画
的

・
総
合
的
な
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

と
の
連
携
を
深
め
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
調
整
し

推
進
し
ま
す
。

　

計
画
書
の
内
容
は
、
こ
ど
も
育

成
課
、各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、

各
教
育
委
員
会
分
室
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲絵本の読み聞かせ

▲登下校時の見守り活動

▲若者たちの出会いの場

「豊岡市次世代育成支援対策地域行動計画」策定

市
民
、
関
係
機
関

・
団
体
と
の
連
携

若
者
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
３
つ
の
場
、創
生
事
業
）
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◇募集期間　７月２５日（水）～９月１０日（月）
　　　　　※当日消印有効

◇応募資格　どなたでも
◇応募方法①Ａ４サイズの用紙（専用応募用紙また

は４００字詰め原稿用紙など）に歌詞を

記載してください。（応募用紙は市ホー

ムページからダウンロードできるほか、

総務課行政係、各総合支所総務課、各

地区公民館に備え付けています）

　　　　　※歌詞は３番以内とし、漢字には必ず
「ふりがな」をつけてください。

　　　　　②豊岡市をテーマにした作品に限ります。

歌詞とは別に、作品を作った背景、作

品への想いを記述ください。

　　　　　③【郵送または持参の場合】

　　　　　　用紙の裏面に住所、氏名（ふりがな）、

生年月日、性別、職業、電話番号を明

記の上、封書で応募ください。持参の

場合は総務課行政係または各総合支所

総務課に提出ください。

　　　　　　【メールの場合】

　　　　　　件名を「市歌応募」とし、住所、氏名

（ふりがな）、生年月日、性別、職業、

電話番号を明記の上、作品ファイル

（ワード形式・テキスト形式に限る）を

添付してください。

　　　　　※個人情報は、本件に関すること以外に

は使用しません。

　　　　　④応募は１人２点までとします。

　　　　　⑤作品は自作未発表のもので、他者の知

的所有権、知的財産権を侵害しないも

のに限ります。

◇賞　　金・最優秀作品　１点　３０万円
　　　　　・優秀作品　　１点　５万円

◇選考方法　「豊岡市市歌選定委員会」で選考します。
◇入賞発表　１２月に「広報とよおか」および「市ホー

ムページ」に掲載します。（予定）

　　　　　　（入賞された方には直接連絡します）

◇そ　の　他・応募作品は返却しません。
　　　　　・応募にかかる費用は、すべて応募者の

負担となります。

　　　　　・作品の著作権、その他一切の権利は豊

岡市に帰属します。

　　　　　・歌詞は、作曲の都合上、補作を行う場
合があります。

　　　　　・２つ以上の作品を最優秀作品として選

定し、合作する場合があります。この

場合、選定した作品の数に合わせて賞

金は等分します。

　　　　　・募集にあたっての市からの資料等の提

供は行いません。

　　　　　・採用作品の作者名は明記します。

　　　　　・募集要項に違反していた場合、入賞発

表後でも入賞を取り消す

場合があります。

《応募・問合せ》総務課内「市歌募集係」
　　　　　　メールアドレス

　　　　　　ｓｏｕｍｕ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

　市では、市の基本構想で定めた目指すべきまちの将来像「コ
ウノトリ悠然と舞う ふるさと」の実現に向けて、市民が親しみ
をもって永く愛唱できる「豊岡市歌」を制定します。市民の皆
さんにわがまちへの誇りや愛着、一体感を感じていただき、豊
かな自然と歴史や文化に恵まれた豊岡市のイメージを市内外に
アピールし、市のイメージを描けるシンボルとするものです。
　自由な発想で、豊岡市の明るい未来をイメージできる市歌の
「歌詞」を下記のとおり募集します。なお、最優秀作品には曲
を付け、式典やイベントなどで豊岡市の活性化のために幅広く
活用させていただきます。

豊岡市歌「歌詞」募集
「コウノトリ悠然と舞う　ふるさと」を
　　あなたの詩で表現してみませんか ?!

▲市内の上空を舞うコウノトリ

▲来日岳から望む豊岡盆地
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◇選手受付
・２５日（土）午後３時～７時
・２６日（日）午前６時３０分～８時
◇種目・スタート時間
・ファミリージョギング（２ｋｍ）午前８時２０分
・ハーフマラソン　　　午前８時３０分
・５ｋｍ　　　　　　　　午前８時４５分
・１０ｋｍ　　　　　　　　午前９時
◇イベント内容
　高原スイカ、トマト、但馬牛のバー
ベキュー、鳥の唐揚げ、ニジマスの塩
焼きなどのサービス、ニジマス釣り・
つかみ取り、写真コンテスト、高原野
菜の販売やスポーツ用品の販売など
◇交通規制のお知らせ
　大会の開催に伴い、当日２６日（日）
午前８時から１１時までの間、会場周
辺の道路が一部通行規制されますの
でご注意ください。

　夏休み最後の日曜日、兵庫神鍋高原マラソン全国大会を、県立
但馬ドームを発着とした神鍋高原周回コースで開催します。
　今年は、北は福島県、南は沖縄県（石垣島）から４，８５９人（昨年
４，４８２人）のランナーが神鍋高原を訪れます。このマラソン大会
は、ランナーだけでなく、応援に訪れた方々にも楽しんでいただ
ける大会として親しまれています。皆さんも、ぜひ、神鍋高原へ
お越しいただき、楽しい休日をお過ごしください。

第２８回　兵庫神鍋高原マラソン全国大会
４，８５９人のランナーを応援ください

会場　県立但馬ドーム発着 
　　　神鍋高原周回コース 

8/26（日）８：００～１１：３０ 

▲昨年の大会の様子

　神鍋マラソンの行事全般（会場準備、競技、催し物風景など）を対象にした
写真コンテストを実施します。推薦１０万円（１点）のほか、多数の賞を用意
しています。皆さんもカメラを持って神鍋マラソン大会にお越しください。
◇サ　イ　ズ　４つ切り～ワイド４つ切り
◇出品点数　制限なし
◇審査結果　１０月中旬に入賞者に通知します。
◇応募締切　９月２８日（金）
◇応　募　先　〒６６９－５３９１兵庫県豊岡市日高町祢布９２０
　　　　　　豊岡市教育委員会日高分室内
　　　　　　兵庫神鍋高原マラソン全国大会事務局「写真コンテスト係」

《問合せ》兵庫神鍋高原マラソン全国大会事務局（教育委員会日高分室内）� 42－１１１６
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国
内
に
住
ん
で
い
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

６０民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る

長
い
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
万
が
一
の
事
態
に
備

え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互

い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金

２０
や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外

は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

▼
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。（　

歳
到
達
の
場
合
は
、

２０

事
前
に
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
か

ら
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

▼
毎
月
の
保
険
料

　

月
額
１
４
、１
０
０
円

▼
保
険
料
の
納
め
方

　

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
「
納

付
書
」
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
で
納

め
ま
す
。
ま
た
、「
口
座
振
替
」
や

「
電
子
納
付
」
で
納
め
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

※
「
口
座
振
替
」
と
は
、
口
座
か

ら
自
動
的
に
保
険
料
を
引
き
落

と
し
て
納
め
る
方
法
で
す
。

※
「
電
子
納
付
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
な
ど
を
利

用
し
て
保
険
料
を
納
め
る
方
法

で
す
。
詳
細
は
、
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

▼
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

が
免
除
さ
れ
る「
申
請
免
除
制
度
」

が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
未
満
の
方
を
対
象

３０

と
し
た
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
や
学
生
を
対
象
と
し
た
「
学

生
納
付
特
例
制

度
」
な
ど
保
険

料
の
納
付
猶
予

制
度
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

国
民
年
金
の
種
類
は
、
自
営
業

者
や
学
生
な
ど
の
「
第
１
号
被
保

険
者
」、厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
者
で
あ
る
「
第
２
号
被
保
険

者
」、第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
（
収
入
が
一
定

額
を
超
え
な
い
方
）
で
あ
る
「
第

３
号
被
保
険
者
」
の
３
種
類
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
、

結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
、

国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
、
手
続
き
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
亡
く
な
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
上
記
の
表

の
異
動
事
由
に
該
当
す
る
場
合
は
、

必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
８
月　

日（
土
）は

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
８
月
６
日（
月
）・　

日（
月
）・　

１３

　
　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２０

２７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

�
０
１
２
０－

６
５
７
８
３
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・　

時
間
）

２４

国
民
年
金
の
種
別
変
更
に
伴
う

異
動
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

手続きが必要な場合（例）

手続き先被保険者の種別異動事由

市民課市民係ま
たは各総合支所
　市民生活課

未加入→第１号
　学生やフリーターなど、厚生年金
や共済組合に加入していない方が２０
歳になったとき

配偶者の勤務先

未加入→第３号
　第２号被保険者に扶養されている
配偶者が２０歳になったとき

第１号→第３号
　第２号被保険者になった配偶者に
扶養されるとき

市民課市民係ま
たは各総合支所
市民生活課

第２号→第１号
　60 歳になる前に、会社などを退職
したとき

配偶者の勤務先第２号→第３号
　会社などを退職し、第２号被保険
者である配偶者に扶養されるように
なったとき

市民課市民係ま
たは各総合支所
市民生活課

第３号→第１号

　配偶者が退職し、第２号被保険者
に扶養されなくなったとき

　パートなどの収入が 130 万円を超
えたときなど、配偶者の扶養から外
れるようになったとき
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す
る
防
火
対
象
物
は　

人
以
上

５０

②
消
火
器
な
ど
消
防
法
で
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
用

設
備
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
防

火
対
象
物

③
避
難
や
消
火
活
動
が
困
難
な
防

火
対
象
物

・
地
階
や
無
窓
階
（
床
面
積
に
対

し
て
窓
や
出
入
口
の
開
口
面
積

が　

分
の
１
未
満
の
階
）、３
階

３０
以
上
の
階
を
有
す
る
防
火
対
象

物
④
消
火
活
動
に
支
障
を
生
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
危
険
物
（
灯
油
、

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
な
ど
）
や
物

質
を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱

う
防
火
対
象
物

・
火
災
予
防
条
例
に
定
め
る
危
険

物
や
指
定
可
燃
物
（
木
・
紙
く

ず
、
糸
類
、
合
成
樹
脂
類
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う

防
火
対
象
物

・
消
防
法
に
定

め
る
液
化
石

油
ガ
ス
な
ど

を
貯
蔵
し
、

ま
た
は
取
り

扱
う
防
火
対
象
物

　

今
年
６
月
に
豊
岡
市
火
災
予
防

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
「
使

用
開
始
の
届
出
」
が
必
要
な
防
火

対
象
物
の
基
準
が
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

■
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
防
火
対
象
物

■
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
防
火
対
象
物
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
防
火

対
象
物

①
一
定
の
収
容
者
（
関
係
者
、
居

住
者
を
含
む
）
の
あ
る
防
火
対

象
物

・
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
防
火
対
象
物
は　

人
以
上

３０

・
関
係
者
等
特
定
の
人
が
出
入
り

使
用
開
始
の
届
出
が

必
要
な
防
火
対
象
物

「使用開始の届出」が必要な防火対象物

用　　　　　　途区分

・劇場、映画館、集会場（公民館等）など
・遊技場、風俗営業店、飲食店、物品販
売店舗、展示場など

・旅館、ホテル、病院、診療所、福祉施
設、保育園、幼稚園など

・公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場に
類するもの

・地下街、準地下街
・複数の用途がある建物で、その中に上
記用途がある建物

不特定多
数の人が
出入りす
る防火対
象物

・共同住宅、学校、専門学校、図書館、
博物館、美術館など

・公衆浴場（蒸気浴場、熱気浴場を除く）、
神社、寺院など

・工場、作業場、映画・テレビスタジオ、
車庫、駐車場など

・倉庫、事務所
・文化財である建造物
・延長５０ｍ以上のアーケード

関係者等
特定の人
が出入り
する防火
対象物

《
問
合
せ
》
消
防
本
部
予
防
課

　

予
防
係
ま
た
は
指
導
係

　

�　

－

８
０
３
６

２４

　

永
楽
館
は
そ
の
前
身
と
な
る
建

物
が
あ
り
ま
し
た
。明
治
７
年（
１

８
７
４
年
）に
出
石
城
下
で
紺
屋

（
染
物
業
）を
業
と
し
て
い
た
小
幡

家
第　

代
目
当
主
の
久
次
郎
氏
が

１０

非
常
に
芝
居
好
き
な
人
で
、
農
村

歌
舞
伎
舞
台
を
造
営
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
し
ば
ら
く
は
、
こ
こ

で
農
村
歌
舞
伎
を
行
っ
た
り
、
播

磨
か
ら
一
座
を
雇
い
入
れ
て
興
行

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
永
楽
館
を
新
築
し
た
の

は
第　

代
目
当
主
の
久
次
郎
氏
で
、

１１

明
治　

年（
１
９
０
０
年
）起
工
式

３３

を
行
い
、
翌
年
に
常
設
劇
場
の
新

設
許
可
を
得
て
、
６
月　

日
に
劇

２６

場
開
演
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
以
上
も
前
に

建
て
ら
れ
た
永
楽
館
は
、
近
畿
で

は
最
古
の
芝
居
小
屋
で
す
。

　

柱
や 
鎧
戸 
な
ど
一
部
の
資
材
は

よ
ろ
い
ど

取
り
壊
し
た
建
物
の
古
材
を
再
利

用
し
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
さ
れ
、
ご
み

を
出
さ
ず
に
環
境
に
や
さ
し
い
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

工
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月　

日
、
永
楽
館
で
第
４
回

２４

工
事
見
学
会
（
約　

人
参
加
）
を

８０

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
左
官
職
人
か
ら
昔

な
が
ら
の
塗
り
壁
の
工
法
な
ど
に

つ
い
て
話
を
聞
き
、
自
ら 
荒  
壁  
土 

あ
ら 
か
べ 
つ
ち

を
こ
ね
て
竹
を
編
ん
だ 
小  
舞  
壁 
に

こ 

ま
い 
か
べ

塗
り
こ
み
、
永
楽
館
の
復
原
を
汗

を
流
し
て
体
験
し
ま
し
た
。

■
次
回
は
９
月　

日
号
に
掲
載
し

２５

ま
す
。

▲復原工事を自ら体験する参加者

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
歴
史
」 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
来
年
秋
に
は
当
時
の
姿
に
復
原
す
る 

「
永
楽
館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

① 
防
火
対
象
物
の
新
築
・
増
築

・
用
途
変
更
な
ど
を
す
る
皆
さ
ん
へ

「
使
用
開
始
の
届
出
」
が
必
要
な

防
火
対
象
物
の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
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シリーズ『みんなの力で命と暮らしを守る 
　　　　　　　　　　　　～防災計画が目指すもの』⑨ 

　毎年、全国で５万件を超える火災が発生しています。市内でもここ最近、火災
が多発していることから、今回は、火災予防対策のポイントについて説明します。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《問合せ》防災安全課防災係 

火災発生時の三原則！「通報」「初期消火」「避難」が大切 

　

住
宅
火
災
の
出
火
原
因
で
多
い

の
は
、
主
に
次
の
６
つ
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

①
放
火
…
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。
車
庫

や
物
置
な
ど
の
戸
締
り
も
忘
れ

な
い
。

②
た
ば
こ
…
寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨

て
は
し
な
い
。

③
コ
ン
ロ
…
離
れ
る
と
き
は
火
を

消
し
、
特
に
油
を
使
用
し
て
い

る
と
き
は
離
れ
な
い
。

④
火
遊
び
…
子
ど
も
の
手
の
届
く

所
に
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は

置
か
な
い
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
…
ス
ト
ー
ブ
や
電
気

器
具
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ

な
い
。

⑥
電
化
製
品
等
の
配
線
…
た
こ
足

　

配
線
な
ど
せ
ず
、
コ
ン
セ
ン
ト

の
ま
わ
り
は
き
れ
い
に
し
て
お

く
。

○
行
動
１『
通
報
』

　

大
声
で「
火
事
だ
！
」と
叫
ぼ
う

　

大
声
で
叫
び
な
が
ら
隣
近
所
に

知
ら
せ
、
声
が
出
な
い
場
合
は
、

非
常
ベ
ル
や
音
の
出
る
も
の
を
叩

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ど
ん
な

に
小
さ
な
火
事
で
も
１
１
９
番
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
行
動
２『
初
期
消
火
』

　

出
火
直
後
が
勝
負

　

火
が
ま
だ
横
に
広
が
っ
て
い
な

い
う
ち
は
消
火
が
可
能
で
す
。
消

火
器
の
ほ
か
バ
ケ
ツ
や
座
布
団
な

ど
の
身
近
な
も
の
を
最
大
限
に
活

用
し
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

○
行
動
３『
避
難
』

　

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難

　

避
難
す
る
と
き
は
、
す
み
や
か

に
行
動
し
、
燃
え
て
い
る
部
屋
の

ド
ア
や
窓
を
閉
め
て
空
気
を
遮
断

し
て
く
だ
さ
い
。
天
井
ま
で
火
が

燃
え
移
っ
た
と
き
に
は
、
決
し
て

一
人
で
消
そ
う
と
は
せ
ず
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
ト
ー
ブ
対
策

　

消
火
器
を
直
接
火
元
に
向
け
て

噴
射
し
ま
す
が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

の
場
合
は
粉
末
消
火
器
（
使
い
方

下
図
参
照
）
を

使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、

消
火
器
が
な
い

場
合
は
、
十
分

に
水
で
ぬ
ら
し
た
毛
布
を
手
前
か

ら
滑
ら
せ
る
よ
う
に
か
ぶ
せ
、
空

気
を
遮
断
し
て
く
だ
さ
い
。

■
電
気
器
具
対
策

　

コ
ン
セ
ン
ト
か
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
り
、
粉
末
消
火
器
を
噴
射
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
泡
消
火
器
は
、

感
電
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ロ
対
策

　

発
火
し
て
い
る
鍋
の
全
体
を
覆

う
よ
う
に
粉
末
消
火
器
を
噴
射
し

て
く
だ
さ
い
。
強
化
液
消
火
器
は
、

鍋
の
ふ
ち
に
向
け
て
噴
射
し
て
く

だ
さ
い
。
消
火
器
が
な
い
場
合
は
、

ぬ
ら
し
た
シ
ー
ツ
や
バ
ス
タ
オ
ル

を
手
前
か
ら
か
ぶ
せ
て
空
気
を
遮

断
し
て
く
だ
い
。
な
お
、
油
鍋
の

場
合
、
水
を
か
け
る
こ
と
は
大
変

危
険
な
た
め
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
カ
ー
テ
ン
等
対
策

　

上
に
燃
え
広
が
る
ま
で
に
対
処

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
引
き
ち

ぎ
っ
て
か
ら
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
に
よ
る
煙
は
、
一
酸
化
炭

素
な
ど
の
有
毒
ガ
ス
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
吸
い
込
む
と
中
毒
な
ど

に
よ
り
命
を
落
と
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
特

に
ビ
ル
の
火

災
な
ど
で
は
、

煙
に
よ
る
一

酸
化
炭
素
中

毒
死
で
あ
る

例
が
数
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

■
万
が
一
、
火
災
に
巻
き
込
ま
れ

た
場
合
の
対
処
法

①
軽
く
ぬ
ら
し
た
ハ
ン
カ
チ
な
ど

で
口
と
鼻
を
覆
う
。

②
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る
。

③
階
段
で
は
、
は
い
な
が
ら
後
ろ

向
き
に
下
り
る
。

④
短
い
距
離
な
ら
、
息
を
止
め
て

一
気
に
走
り
ぬ
け
る
。

⑤
視
界
が
悪
い
場
合
は
、
壁
づ
た

い
に
移
動
す
る
。

住
宅
火
災
の

出
火
原
因
と
予
防
対
策

初
期
消
火
は

出
火
直
後
に
行
動
し
よ
う

火
元
別
の
消
火
方
法
を

覚
え
て
お
こ
う

本
当
に
恐
ろ
し
い
の
は煙で

す

粉末消火器の使い方 
①黄色い安全 
栓を引き抜く。 

②燃えているものへ 
ノズルを向ける。 

③レバーを握る。 
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地
球
温
暖
化
問
題
と
野
焼
き
問
題
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
外
な
関
係 

◇
ド
イ
ツ
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト

　

＝
地
球
温
暖
化
対
策
で
合
意
＝

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
主
要
国
首

脳
会
議
で
「
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
国
際
的
な
取
組
み
」
が
主
題
と

な
り
ま
し
た
。
議
長
総
括
で
は
、

「
地
球
温
暖
化
が
干
ば
つ
や
大
型

ハ
リ
ケ
ー
ン
の
発
生
な
ど
に
つ
な

が
る
」
と
し
、「
２
０
５
０
年
ま
で

に
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
ガ
ス
の

排
出
を
少
な
く
と
も
半
減
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
真
剣
に
検
討
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
長
総
括
は
、
豊
岡
に
住

む
私
た
ち
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
に
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
は
積
極
的
に
地

球
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
ま
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
温
暖
化
ガ
ス
と
し
て
代

表
的
な
二
酸
化
炭
素
。
今
年
の
夏

は
便
利
さ
よ
り
も
少
し
我
慢
し
て
、

余
分
な
二
酸
化
炭
素
を
排
出
さ
せ

な
い
生
活
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◇
今
年
の
夏
は
「
虫
の
音
」
を

　
　
　
　
　

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
に
ど
う
し
て
も
頼
っ
て
し
ま

う
エ
ア
コ
ン
。
エ
ア
コ
ン
は
大
量

の
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
使
用
す

る
と
き
に
は
、
健
康
と
環
境
の
た

め
に
冷
房
設
定
温
度
を　

度
に
心

２８

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
今
年
の
夏
は
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
で
、
で
き
る
だ
け
エ

ア
コ
ン
を
使
用
せ
ず
、
窓
を
開
け

て
「
そ
よ
風
」
を
感
じ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
虫
の
音
を
聞

き
な
が
ら
季
節
を
感
じ
る
こ
と
は
、

現
代
人
に
と

っ
て
「
豊
か

な
生
活
」
と

言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
と
き
に
気
に
な

る
の
が
屋
外
焼
却
の
煙
で
す
。

◇
屋
外
焼
却（
野
焼
き
）は

　

原
則
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

屋
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
懲
役
刑
、
ま
た
は
罰
金
を

科
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
を
併
科
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
炉
で
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
場
合
も
、
焼
却
炉

に
は
構
造
基
準
が

あ
り
、
一
定
規
模

以
上
の
焼
却
炉
に

は
許
可
や
届
出
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
例
外
的
に

屋
外
焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却

②
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
③
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
軽
微
な
も
の
（
た

き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

等

　

し
か
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
屋
外
焼
却
も
、
周
辺
環
境

に
迷
惑
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全
と
防
犯
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
《
問
合
せ
》
防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　

交
通
事
故
は
、

い
つ
、
誰
が
被
害

者
や
加
害
者
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
不
幸
に
も
交

通
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

①
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

　

車
両
を
安
全
な
場
所
に
移
し
２

次
災
害
を
防
止
し
ま
す
。
け
が
人

が
出
た
場
合
は
す
ぐ
に
救
護
措
置

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
警
察
へ
の
連
絡

　

１
１
０
番
（
け
が
人
が
居
た
場

合
は
救
急
車
も
手
配
）
し
て
警
察

が
到
着
す
る
の
を
待
ち
ま
す
。

③
証
拠
の
保
全
・
相
手
の
確
認

　

現
場
の
状
況
や
相
手
の
免
許
証

番
号
や
連
絡
先
を
確
認
し
て
記
録

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
保
険
会
社
に
連
絡

　

保
険
会
社
に
連
絡
を
し
ま
す
。

事
前
に
保
険
会
社
の
電
話
番
号
を

控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
に
伴
う
話
合
い
の
進

め
方
、
損
害
賠
償
や
保
険
請
求
手

続
き
な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
時
は
、
県
の
運
営
す
る
交
通

事
故
相
談
所
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
所
で
は
、
専
門
の
交
通
事
故

相
談
員
や
弁
護
士
を
配
置
し
、
交

通
事
故
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
兵
庫
県
交
通
事
故
相
談
所
豊
岡

支
所

▽
場
所　

兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎

１
階（
豊
岡
市
幸
町
７－

　

）
１１

▽
相
談
曜
日
・
時
間　

毎
週
月
･

水
･
木
･
金
曜
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（　

月　

日
〜
１

１２

２９

月
３
日
お
よ
び
祝
日
ま
た
は
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
実
施
し
ま
せ
ん
）

▽
弁
護
士
の
相
談
曜
日
・
時
間　

（
予
約
制
）　

毎
月
第
１
月
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時

※
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
相
談
は
不
可
）

　

�　

－

１
０
０
１

２３

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
と
き

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

交
通
事
故
相
談
所
の
ご
案
内
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本
市
が
進
め
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
の
取
組
み
」
を
支
援
す

る
た
め
、
近
畿
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販

売
株
式
会
社
に
よ
り
、
７
月
１
日
、

『
美
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
応
援
ベ

ン
ダ
ー
（
自
動
販
売
機
）』
の
１
号

機
が
、
市
役
所
建
設
課
横
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
美
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
応

援
ベ
ン
ダ
ー
」の
パ
ネ
ル
が
表
示

さ
れ
た
自
動
販
売
機
で
商
品
を
購

入
す
る
と
、
商
品
１
本
に
付
き
１

円
が「
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
」

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

動
販
売
機
に
設
定
さ
れ
た
寄
付
専

用
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、　

円
単
位

１０

で
任
意
の
金
額
を
寄
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

同
自
動
販
売
機
は
、
市
内　

カ
１２

所
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
、
順
次
、

設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
寄

付
専
用
ボ
タ
ン
は
、１
号
機
の
み
）

『
美
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
応
援
ベ
ン
ダ
ー（
自
動
販
売
機
）』を
設
置

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
支
援
の
輪
が
広
が
る

　

７
月
５
日
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
総
合
研
究
所
の 
海
上  
泰  
生 
さ
ん

う
な
か
み 
や
す 

お

を
講
師
に
迎
え
、
「
第
１
回
環
境

経
済
型
事
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
じ
ば

さ
ん
但
馬
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
「
エ
コ
の
視
点
を
ビ

ジ
ネ
ス
に
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
国

内
外
の
環
境
政
策
の
動
向
や
中
小

企
業
が
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
で
取
り
組

む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講
義
に

　

人
の
受
講
生
が
参
加
し
、
熱
心

３４に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
終
了
後
に
は
講
師

を
囲
ん
で
交
流
会
を
行
い
、
エ
コ

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
質
疑
応
答
や

意
見
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
が
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し

１８

て
い
る
「
県
民
交
流
広
場
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が
自
由
に

利
用
で
き
る
「
県
民
交
流
広
場
」

が
中
筋
地
区
公
民
館
に
増
設
さ
れ
、

７
月
７
日
、
完
成
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
奈
佐
、
福
住
、
合
橋

地
区
公
民
館
に
引
き
続
き
４
番
目

の
整
備
で
、
既
存
の
施
設
を
増
築

し
て
の
整
備
は
、
今
回
が
初
め
て

で
す
。

　

当
日
は
、
式
典
の
後
、「
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
」
や
「
マ
イ
カ
ッ
プ
づ

く
り
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
、
新
た
な
活
動
拠
点
で
思
い
思

い
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
豊
岡
市
九
日
市
中

町
の
障
害
者
多
機
能
施
設
「
は
ば

た
け
」
前
に
市
街
地
循
環
バ
ス

「
コ
バ
ス
」（
Ａ
ル
ー
ト
）
の
バ
ス

停
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
多
く
の
通
所
者

の
皆
さ
ん
に
コ
バ
ス
を
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

最
寄
り
の
バ
ス
停
が
施
設

か
ら
距
離
が
あ
る
た
め
、

通
所
者
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
に
配
慮
し
、
施
設
前
に
バ
ス
停

を
新
設
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
便
利
で
快
適
な

コ
バ
ス
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

▲新設したバス停でコバスに
乗り込む通所者の皆さん

障
害
者
多
機
能
施
設「
は
ば
た
け
」前
に「
コ
バ
ス
」の
バ
ス
停
を
新
設

コ
バ
ス
が
も
っ
と
身
近
な
も
の
に

環
境
経
済
型
事
業
セ
ミ
ナ
ー（
市
民
環
境
大
学
）を
開
催

環
境
経
済
型
事
業
の
き
っ
か
け
に▲参加者は講師の説明に耳を傾け、思いを

めぐらせていた

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
６
月
】

１
日　

合
橋
地
区
公
民
館
竣
工
式

２
日　

植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式

　
　
　

・
記
念
講
演
会

５
日　
「
被
災
地
か
ら
お
く
る
防

災
・
減
災
・
復
旧
ノ
ウ
ハ
ウ

集
」発
刊

　
　
　

全
国
水
害
サ
ミ
ッ
ト（
東

京
都
）に
市
長
出
席

　

日　
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

１０

グ
ラ
ム
」の
推
進
に
向
け
、

　
　
　
 
菅 　
 
義  
偉 
総
務
大
臣
が
豊

す
が 

よ
し 
ひ
で

岡
市
を
視
察

　

日　

日
高
町
山
本
放
鳥
拠
点
で

１７

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
段
階
的
放

鳥
に
着
手

　

日　

環
境
社
会
学
会
シ
ン
ポ
ジ

２４

ウ
ム

　

日　

頑
張
る
地
方
応
援
シ
ン
ポ

２５

ジ
ウ
ム（
東
京
都
）に
市
長

が
出
席
し
事
例
発
表

　

日　

中
央
環
境
審
議
会
「
自
然

２６

環
境
野
生
生
物
合
同
部
会

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
小

委
員
会
」（
東
京
都
）に
市

長
が
出
席
し
意
見
発
表

　

日　

豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

２８
　

日　

コ
ス
モ
ス
荘
物
故
者
慰
霊

２９

塔
竣
工
式

　
　
　

日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
ド
イ

ツ
）に
市
長
が
参
加
し
講

演（
〜
７
月　

日
）

１０

　

日　

出
石
町
小
坂
地
区
に
人
工

３０

巣
塔
設
置

【
７
月
】

１
日　

竹
野
浜
海
開
き

７
日　

中
筋
地
区
公
民
館
県
民
交

流
広
場
開
設

　

日　

気
比
の
浜
海
開
き

１０

中
筋
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
が
完
成

地
域
住
民
の
新
た
な
活
動
拠
点
に

▲

新
た
な
交
流
の
場
と
し
て
増
設
さ
れ

た
県
民
交
流
広
場
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６
月　

日
、
城
崎
町
商
工
会
や

２８

城
崎
温
泉
観
光
協
会
な
ど
で
つ
く

る
「
城
崎
温
泉
駅
を
愛
す
る
会
」

（
代
表
・
西
村　

肇
さ
ん
）か
ら
、Ｊ

Ｒ
城
崎
温
泉
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

１
、５
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

西
村
代
表
が
、
寄
付
を
募
っ
た

経
緯
を
「
町
衆
の
心
意
気
で
、
こ

の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
城

崎
に
は
親
切
心
を
持
つ
�
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
�
の
文
化
が
深
く
根

付
い
て
い
ま
す
」
と
話
す
と
、
中

貝
市
長
は
「
こ
の
寄
付
金
は
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地

元
の
方
た
ち
の
熱
意
が
、
こ
の
事

業
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
城
崎
温
泉
駅
に
は
、
市

と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
費
用
を
分
担
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
お
り
、
冬
の
カ
ニ

シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ
う
に
設

置
工
事
を
進
め
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

「
城
崎
温
泉
駅
を
愛
す
る
会
」か
ら
寄
付
を
受
け
ま
し
た

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
利
用
し
や
す
い
駅
に

　

６
月　

日
、
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ

３０

が
繁
殖
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
人

工
巣
塔
が
小
坂
小
学
校（
出
石
地

域
）付
近
の
水
田
横
の
市
道
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
長
で
俳
優
の
柳
生　

博

さ
ん
や
地
域
の
住
民
ら
約
１
７
０

人
が
見
守
る
中
、
高
さ
約　

メ
ー

１２

ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
上
に

巣
台
が
乗
せ
ら
れ
、
巣
塔
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

巣
台
は
、
小
坂
地
区
区
長
会
と

同
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
寄
贈
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
寄
贈
と
建
立

作
業
は（
株
）関
西
電
力
が
行
い
ま

し
た
。
巣
台
の
木
の
枝
は
小
坂
小

学
校
の
児
童
ら
が
近
く
の
山
で
集

め
た
も
の
で
す

　

同
区
長
会
長
の
加
藤
善
典
さ
ん

は
「
こ
の
巣
塔
の
設
置
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
平
成　

年
の
台
風　

１６

２３

号
被
害
か
ら
頑
張
っ
て
立
ち
上

が
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
、
将
来
の
ヒ
ナ
誕
生

を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

人
工
巣
塔
が
小
坂
小
学
校（
出
石
地
域
）付
近
に
設
置

地
域
住
民
の
期
待
を
背
負
っ
て
「
こ
こ
か
ら
巣
立
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
さ
ん
」▲寄付目録を中貝市長に手渡す西村代表（左から

２人目）
▲コンクリート柱に巣台が乗せられ人工巣塔が
完成した

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

2

田
ん
ぼ
で
会
お
う 

　

ド
イ
ツ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
大
学
の
研
究
事
業
で
、
日
欧

７
カ
国
の
研
究
者
、
行
政
マ
ン
、

実
践
家
な
ど
が
集
ま
り
、
湿
地
再

生
の
現
場
を
調
査
し
た
り
、
研
究

を
報
告
し
、
議
論
を
す
る
、
と
い

う
旅
で
し
た
。

　

同
じ
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
で
開
か

れ
た
省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー
ス
世
界
大

会
で
但
馬
技
術
大
学
校
の
自
動
車

部
は
植
物
燃
料
部
門
で
優
勝
、
日

高
東
中
学
校
３
年
の
石
田
裕
太
郎

く
ん
は
ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ
た
ロ

ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
、

レ
ス
キ
ュ
ー
部
門
で
準
優
勝
、
と

華
々
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
と
言
う
と
、
ラ
ウ
フ
ェ

ン
と
い
う
町
の
ホ
テ
ル
の
シ
ャ

ワ
ー
室
で
転
倒
し
（
ト
ホ
ホ
な
ラ

ウ
フ
ェ
ン
転
倒
事
件
）、ひ
じ
を
負

傷
し
て
医
者
に
駆
け
込
む
と
い
う

 
体 
た
ら
く
で
し
た
。
が
、「
お
い
ら

て
いも

負
け
ち
ゃ
お
れ
ん
が
な
」

　

私
の
出
番
は
ベ
ル
リ
ン
の
日
独

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
湿
地
の
保

全
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
絶
滅
と
復
活
、
農

業
の
再
生
、
環
境
経
済
戦
略
、
そ

し
て
出
石
川
で
撮
ら
れ
た
農
家
の

女
性
と
但
馬
牛
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

写
真
へ
と
話
を
進
め
ま
す
。
会
場

か
ら
ド
イ
ツ
の
大
学
教
員
が
「
今

日
は
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
に
な
っ

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
グ
ッ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
親

指
を
立
て
た
研
究
者
も
い
ま
し
た
。

そ
し
て
在
独
の
日
本
人
の
方
た
ち

が
自
国
の
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
め
ぐ
る
豊
岡
の

果
て
し
な
い
物
語
は
、
国
境
を
越

え
て
確
実
に
人
々
の
心
を
打
つ
、

そ
う
確
信
し
ま
し
た
。

　

滞
在
期
間
中
、
最
も
厳
し
い
コ

メ
ン
ト
を
言
い
続
け
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
の
研
究
者
は
、
東
大
の
ス

タ
ッ
フ
に
「
豊
岡
に
行
く
の
が
楽

し
み
に
な
っ
た
。
長
靴
を
持
っ
て

い
く
。
田
ん
ぼ
で
会
お
う
」
と
言

い
残
し
て
去
っ
て
行
っ
た
そ
う
で

す
。

　
　

月
、
今
度

１０
は
彼
ら
が
豊
岡

の
田
ん
ぼ
に
や

っ
て
来
ま
す
。

中
貝
市
長
が
２
カ
月
に
一
度
、
近

況
を
綴
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

次
回
を
お
楽
し
み
に
！



14広報とよおか　2007.7.25

　

７
月
９
日
、
城
崎
温
泉
街
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、

城
崎
中
学
校
主
催
に
よ
る
環
境
美
化
活
動
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
・ 
Ｄ
Ｘ 
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ラ
ッ
ク
ス

　

同
活
動
の
、「
Ｃ
」は「
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
」（
ク
リ
ー
ン
）、 

「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）の
頭
文
字
で
、

清
掃
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
を
目

的
と
し
て
続
け
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
城
崎
中
学
校
の
全
生
徒
約
１
１
０
人
と

城
崎
小
学
校
５
・
６
年
生
、
城
崎
町
商
工
会
、
城
崎

温
泉
観
光
協
会
な
ど
の
約
１
４
０
人
が
一
緒
に
、 
大 おお

 
谿 
川
沿
い
約
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
清
掃
活
動
を

た
に行

い
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
拾
っ
た
り
、
草
抜
き
や

灯
篭
の
水
拭
き
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
市
内
６
カ
所
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
と

３０

各
地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
に
よ
る
「
豊
岡
市

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
が
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
、５
０
０
人
の
親
子
や
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
各
コ
ー
ナ
ー
遊
び
や

運
動
遊
び
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
人
形
劇
の
ミ

ニ
発
表
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
署
や
消
防
署
の
協
力
に
よ
り
「
乗
り

物
ひ
ろ
ば
」
が
設
置
さ
れ
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
の

乗
車
体
験
や
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
ミ
ニ
消
防
士
に
変

身
し
て
の
放
水
体
験
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
竹
野
地
域
で
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の

回
収
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
竹
野
ふ
る
さ
と
創
生
協
会
が
会
員

に
呼
び
か
け
、
各
家
庭
で
処
分
に
困
る
使
用
済
み
の

天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

し
て
再
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

回
収
を
前
に
同
協
会
長
の 
布 　
 
堅  
作 
さ
ん
が
「
地

ぬ
の 

け
ん 
さ
く

域
の
環
境
の
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
協
力
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

を
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
へ
入
れ
、
地
域
に
よ
る
取
組

み
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲大谿川沿いを中心に自分たちの手で清掃する城崎中学
校の生徒たち

▲本番さながらの放水体験に真剣なまなざし

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　

笑
顔
満
開

城
崎　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
・
Ｄ
Ｘ
を
実
施

わ
が
ま
ち
城
崎
を
き
れ
い
に

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
回
収
事
業

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら ▲使用済み天ぷら油を持ち寄り、回収ボックスの中へ入

れる会員たち
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

６
月　

日
、
弘
道
小
学
校
１
・
２
年
生
の
児
童　

２７

７１

人
が
、
細
見
地
区
で
農
作
物
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

農
作
物
収
穫
体
験
は
、
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
地
産
地
消
学
校
給
食
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
出
石
地
域
の
各
小
学
校
で
は
、

ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は
、
竹
村
國
男
さ
ん
（
暮

坂
）
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
に
長
靴
、

軍
手
姿
で
入
り
、
次
々
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り
出
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り
出
し
た
小
田 
理  
人 
く

ま
さ 
と

ん（
１
年
）は
「
大
き
な
い
も
が
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
採

れ
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
」
と
両
手
い
っ
ぱ
い
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
抱
え
、
笑
顔
で
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
日
高
町
羽
尻
地
区
の
湯
の
原
温
泉

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
オ
ー
プ
ン　

周
年
を
記
念

１０

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
姉
妹

デ
ュ
オ
歌
手
「
み
ず
ば
し
ょ
う
」
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
、
景
品
付
き
も
ち
ま
き
な
ど
の
ほ
か
、
大
鍋

３
杯
分
用
意
さ
れ
た
猪
鍋
は
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
来

場
者
に
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
キ
ャ
ン
プ
場
温
泉
施
設
の
露
天
風
呂
は
、

平
成　

年
の
台
風　

号
で
全
壊
す
る
な
ど
の
被
害
を

１６

２３

受
け
ま
し
た
が
、
今
年
４
月
に
よ
う
や
く
復
旧
し
、

営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
復
興
へ
の
感

謝
の
意
を
込
め
て
温
泉
施
設
を
無
料
開
放
し
、
キ
ャ

ン
プ
に
訪
れ
た
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。▲コンサートを聴きながら猪鍋に舌つづみ

　

７
月
１
日
、
第　

回
兵
庫
県
知
事
杯
争
奪
・
但
東

２０

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
但
東
や

ま
び
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら　

チ
ー
ム　

人
が
参
加
し
、

２０

８０

自
然
に
囲
ま
れ
た
コ
ー
ス
を
４
人
１
組
で
ま
わ
り
、

山
の
斜
面
を
打
ち
上
げ
た
り
打
ち
下
ろ
し
た
り
と
打

数
を
数
え
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

但
東
町
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
協
会
長
の
堀
江
勝
美

さ
ん（
但
東
町
矢
根
）は
「
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し

た
。
誰
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
交

流
の
場
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
稲
荷
会
Ｄ
チ
ー
ム（
京
都
府
与
謝
野
町
）で

ス
コ
ア
は
規
定
数
２
８
８
に
対
し
２
５
４
の
レ
ベ
ル

の
高
い
成
績
で
し
た
。

▲大自然に囲まれた中、フィールドゴルフを楽しむ
参加選手たち

出
石
地
域
の
小
学
生
が
農
作
物
収
穫
体
験

す
ご
い
ぞ

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
た
く
さ
ん

但
東
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
大
会

カ
ッ
プ
に
向
か
っ
て

　
　
　

芝
生
を
コ
ロ
コ
ロ
…

▲夢中になってジャガイモ掘りをする子どもたち

湯
の
原
温
泉
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

１０

緑
に
囲
ま
れ
て
猪
鍋
は
い
か
が
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「
絵
を
描
い
て
い
る
と
き
が
と

て
も
楽
し
い
ん
で
す
。
ど
う
仕
上

げ
て
い
こ
う
か
と
考
え
る
だ
け
で

も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」
と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
話
す

の
は
、
但
東
地
域
で
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
の
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

中
谷
邦
子
さ
ん
。

　

中
谷
さ
ん
が
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
を
始
め
た
の
は
、
約　

年
前
。

１０

友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
す
ぐ
に
独
特
の
魅
力
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
も
と
も

と
、
花
や
植
物
を
育
て
る
こ
と
が

趣
味
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
の
絵
付
き
の
栽
培
用

具
を
見
て
、「
自
分
の
手
で
作
っ
て

み
た
く
な
っ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は
、
も
と
も

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
具
な
ど
を
装

飾
す
る
伝
統
的
絵
付
け
を
源
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
技

術
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
誰
に
で

も
親
し
み
や
す
い
手
芸
品
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

と
い
え
ば
、
木
版
や
陶
器
、
金
属
、

ガ
ラ
ス
、
布
な
ど
に
、
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
描

い
て
作
品
を
作
る
手
芸
品
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

中
谷
さ
ん
は
、
電
動
工
具
な
ど

を
使
っ
て
手
づ
く
り
し
た
木
工
品

を
使
う
な
ど
、
作
品
づ
く
り
に
は

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
至
る
所
に
は
、
小
鳥
の

絵
を
描
い
た
幅
約
１
・
２
メ
ー
ト

ル
の
ベ
ン
チ
や
、
パ
ン
ジ
ー
や
バ

ラ
を
色
鮮
や
か
に
描
い
た
机
な
ど

が
並
び
、
生
活
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
庭
先

は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
数
々

の
花
や
植
物
と
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

の
作
品
が
調
和
さ
れ
て
、
と
て
も

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。
豊
岡

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
に
も

参
加
し
、
手
入
れ
し
た
庭
を
多
く

の
人
々
に
見
に
来
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

ペ
イ
ン
ト
し
た
作
品
を
大
勢
の

人
に
見
て
も
ら
お
う
と
、
但
馬
の

各
地
で
個
展
を
開
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。訪
れ
た
人
々
か
ら
は「
素

晴
ら
し
い
」「
見
て
い
る
だ
け
で
心

が
和
み
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、

中
谷
さ
ん
に
と
っ
て
今
後
の
作
品

づ
く
り
の
大
き
な
励
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
谷
さ
ん
は
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
の
技
術
を
生
か
し
て
但

馬
各
地
で
教
室
を
開
催
し
、
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
初
心
者
で
も
続
け

て
行
き
や
す
い
内
容
の
も
の
か
ら
、

上
級
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
内
容
で
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
絵
や
手
芸
品
と
は
無
縁

に
思
っ
て
い
た
年
配
の
方
に
も
親

し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

中
谷
さ
ん
は
「
作
品
に
は
作
る

楽
し
さ
と
見
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
思
い
描
い
た
も
の
を
自
分
で

作
り
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
使
う
。
木

の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い

も
の
に
囲
ま
れ
て
生
活
す
る
と
心

が
和
み
ま
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
、

「
私
の
教
室
に
来
て
い
た
だ
い
た

生
徒
の
中
か
ら
指
導
者
が
出
て
き

て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
魅
力
を
広
め

ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
頭

の
中
に
広
が
る
キ
ャ
ン
バ
ス
に
大

き
な
夢
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

▲自然に囲まれた生活を夢みて５年前夫婦で神
戸から但東にＩターンした中谷さん。ガーデ
ニングにも取り組み、手入れのいき届いた花
や植物が自宅を囲んでいる。

　但東地域には、木版や陶器などに絵を描くトールペイントでさまざ
まな作品を制作している作家がいます。教室を定期的に開いたり、時
には、制作した作品を一堂に集めて個展を開いたり、さまざまな方法
で大勢の人々に魅力を伝えています。今回は、その女性を紹介します。

▲

仕上げた作品の数々で開催した
　個展

木の温もりを感じて
いくつも広がる創造の世界

　中谷邦子さん（６５歳）但東町相田在住

き
っ
か
け
は　
　
　
　

　
　

友
人
の
誘
い
か
ら

仕
上
げ
た
作
品
の
数
々

　
　
　

で
個
展
を
開
催

皆
さ
ん
も
一
緒
に　
　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
番
伝
え
た
い
の
は　

　
　
　
「
木
の
温
も
り
」

▲玄関先でも趣味のガーデニングとトール
ペイントをうまく調和させ、落ち着いた雰囲
気の仕上がりに
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竹
野
小
学
校
は
、
山
陰
海
岸
の

竹
野
浜
か
ら
す
ぐ
近
く
の
住
宅
街

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
海
・
山
・

川
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
、　

地
区
か
ら
１
９
７
人
の
児

１７

童
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
野
小
学
校
に
通
う
稲
葉
祐
司

く
ん（
６
年
）は
、
児
童
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
所
属
し
て
い
る
野

球
部
で
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
３
番

バ
ッ
タ
ー
を
担
当
。
将
来
は
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
っ
て
活
躍
し
た
い

と
い
う
稲
葉
く
ん
に
、
竹
野
小
学

校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

竹
野
小
学
校
 

案
内
者
 
稲
葉
祐
司
 

（
竹
野
） 

く
ん
 

２４ 

　

僕
の
好
き
な
学
校
行
事
は
、
９

月
に
行
う
運
動
会
で
す
。

　

中
で
も
一
番
好
き
な
種
目
は
、

紅
白
対
抗
リ
レ
ー
で
す
。
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
、
学
年
ご
と
に

男
女
４
人
ず
つ
選
び
出
し
、
赤
白

各
２
チ
ー
ム
ず
つ
計
４
チ
ー
ム
作

り
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に
よ
り
一

周
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク

で
競
走
し
ま
す
。

　

僕
は
、
走
る
こ
と
が
大
好
き
な

の
で
、
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
好
き
な
種
目
は
、
組
体
操

で
す
。
６
年
生
に
な
っ
た
今
年
は
、

三
段
タ
ワ
ー
に
挑
戦
し
ま
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
運
動
会
の
最
後
に
盆

踊
り
を
し
ま
す
。
毎
年
、
地
域
の

方
々
に
音
頭
を
と
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
学
校
近
く
の
畑

で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
挿
し
、　
１０

月
に
収
穫
祭
を
行
い
ま
す
。
収
穫

し
た
い
も
は
焼
き
い
も
に
し
、
い

も
が
焼
け
る
ま
で
の
時
間
を
利
用

し
て
、
児
童
会
で
考
え
た
ゲ
ー
ム

を
み
ん
な
で
し
ま
す
。
昨
年
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
バ
ト
ン
に
し
て
縦

割
り
そ
う
じ
班
対
抗
リ
レ
ー
を
し

ま
し
た
。
体
を
動
か
し
た
後
に
食

べ
た
焼
き
い
も
は
、
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

特
徴
の
あ
る
行
事
と
し
て
は
、

５
月
の
こ
い
の
ぼ
り
相
撲
大
会
が

あ
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
児
か
ら
６
年
生
ま
で
が

参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
っ
た

学
年
ご
と
の
土
俵
で
予
選
を
行
い
、

本
土
表
で
決
勝
戦
を
行
い
ま
す
。

僕
は
今
年
４
位
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。

▲子どもたちが真剣な表情で取り組むこい
のぼり相撲大会

　

日
高
地
域
の
「
日
本
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟
日
高
第
１
団
」

は
、
昭
和　

年
に
発
足
し
ま
し
た
。

３５

メ
ン
バ
ー
は
、
主
に
日
高
地
域
の

小
学
１
年
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の　

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

３６

　

主
な
活
動
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
屋
外
活
動
に
加

え
、
美
化
活
動
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
奉
仕
活
動
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
、
メ
ン
バ
ー
一

人
ひ
と
り
が
成
長
し
な
が
ら
、
相

互
の
協
調
性
と
団
結
力
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。

　

同
団
指
導
者
の
村
田
一
紀
さ
ん

（
日
高
町
山
本
）は
「
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
入
隊
し
て
い
る
私
も
、
グ

ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
「
第　

回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ

２１

ン
ボ
リ
ー
大
会
」
が
、
７
月　

日
２７

か
ら
８
月
８
日
ま
で
イ
ギ
リ
ス
で

開
催
さ
れ
、
同
団
か
ら
２
人
が
参

加
し
ま
す
。
今
年
は
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
が
誕
生
し
て
か
ら
１
０
０

周
年
に
あ
た
る
た
め
、
盛
大
に
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

参
加
す
る
山
内
敬
司
さ
ん（
但

馬
農
業
高
校
３
年
）は「
世
界
中
の

ス
カ
ウ
ト
と
仲
間
の
輪
を
広
げ
、

外
国
の
文
化
を
学
ん
で
み
た
い
」。

八
木 
美  
幸 
さ
ん（
豊
岡
高
校
３
年
）

よ
し 
ゆ
き

は
「
外
国
の
ス
カ
ウ
ト
と
会
話
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
想
や
風
習

な
ど
、
日
本
と
の
違
い
を
学
び
た

い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
現
地
の
人

や
各
国
代
表
の
グ
ル
ー
プ
と
交
流

を
深
め
、仲
間
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲児童たちがのびのびと学習する竹野小学校

　

竹
野
小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
て
、
体
を
動
か
し
な
が

ら
楽
し
い
活
動
の
時
間
を
た
く
さ

ん
取
っ
て
い
ま
す
。

▲笑顔と元気が自慢のメンバー

『
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟
日
高
第
１
団
』

（
日
高
）

自
然
の
中
で
た
く
ま
し
く
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「
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
ど
も
」
を
育
成
す
る 

〜
運
動
好
き
な
子
ど
も
は
「
心
」
も
育
つ
〜 

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係 

平
成
１８
年
度
試
行
的
導
入
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 
４ 

シ
リ
ー
ズ 

※
豊
岡
市
の
運
動
遊
び
事
業
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象

　

３
･
４
･
５
歳
児
の
保
護
者

※
実
施
園
〈
平
成　

年
度
運
動
遊

１８

び
巡
回
訪
問
４
回
以
上
の
園

　
（
城
南
・
港
・
森
本
へ
き
地
・
蓼
川
・

合
橋
保
育
園
、八
条
・
め
ぐ
み
・

新
田
・
日
高
・
合
橋
幼
稚
園
）〉

▽
実
施
期
間　

３
月
９
日
〜　

日
２２

▽
回
収
率　
　

・
７
％（
ア
ン
ケ
ー

９１

ト
配
布
数
４
０
２
枚
、
回
収
数

３
６
９
枚
）

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
左
表
参
照
）

　
「
子
ど
も
た
ち
は
運
動
遊
び
を

始
め
て
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
に
な
っ
た
と
思
う
」と
答
え
た

保
護
者
は
約　

％
で
、体
を
使
っ
た

６４

遊
び
を
好
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。し

か
し
、日
常
生
活
習
慣
に
変
化
が

見
ら
れ
た
の
は
３
割
弱
で
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
「
運
動
遊
び

を
始
め
て
か
ら
子
ど
も
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
思
う
」
と
答
え
た
の
は
「
親

子
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
を
実
施
し
た

園
で
は　

・
７
％
で
、実
施
し
て
い

４８

な
い
園
の　

・
８
％
を
上
回
っ
て

２８

お
り
、
保
護
者
へ
の
意
識
啓
発
が

重
要
な
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

自
由
意
見
記
載
欄
で
は
、
運
動

遊
び
を
日
常
に
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
保
護
者
向
け
に
は
「
親

子
ふ
れ
あ
い
運
動
遊
び
」
を
、
職

員
に
は
研
修
会
な
ど
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
広
く
情
報

発
信
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
事
業

展
開
を
図
り
ま
す
。

いのちの教育者　東井義雄　上

　これは豊岡市但東町が生んだ偉大な教育者　東
とう

    井  義  雄 さんが残した言葉です。
い よし お

　東井さんは、ひたすら「いのちの教育」の探究に尽くし、日本のペスタロッ
チ（近代教育をつくったスイスの教育者）と呼ばれました。常に子どもの側に
ある教育を目指し、命の不思議、命の素晴らしさ、そして「教育の原点」を説
きました。平成３年に７９歳で亡くなりましたが、今でも東井さんの残した言葉
や教えを心の支えにしている人がたくさんいます。東井さんの少年期から晩年
までの生涯がたどれる「東井義雄記念館」には、著書や実践記録の掲載雑誌、
関連図書など約４，０００冊の蔵書があります。皆さん、ぜひ来館ください。

《東井義雄記念館》�２１－９０３６
◇場　　所　但東町出合１５０（但東総合支所隣）
◇開館時間　午前１０時～午後４時
◇休　館　日　火曜日・祝日・年末年始
◇入　館　料　無料
◇ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ３．ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ/
　　　　　　　　　　　　ｔｏｕｉ‐ｋｉｎｅｎｋａｎ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ

『どの子も　子どもは星　天いっぱいに　子どもの星をかがやかせよう』
『自分は自分の主人公　自分を立派に育てていく責任者』

アンケート結果 　は３０％以上（単位：％）
無
回
答　

ま
っ
た
く

思
わ
な
い

あ
ま
り
思

わ
な
い　

ど
ち
ら
で

も
な
い　

そ
う
思
う

非
常
に
そ

う
思
う　

質問内容

０．８１．６３．８２９．８４６．９１７．１運動遊びを始めてから、体を
動かすことが好きになった１

お
子
さ
ん
つ
い
て

０３．８９．２１５．４４０．９３０．７家で、動物に変身するなど、園での
運動遊びの様子を見せてくれる２

０１．９３．０１４．６３９．０４１．５運動遊び（巡回訪問）の日を楽
しみにしている３

０．３２．７８．９５９．３２３．３５．５外で遊ぶようになっ
た

運
動
遊
び（
巡
回
訪
問
）を

始
め
て
か
ら

４

０．５３．５９．８６７．８１４．９３．５食事をきちんとする
ようになった５

０．８３．８１２．２５５．６２２．５５．１早く寝るようになっ
た６

０．５４．６１２．５６７．２１３．３１．９少し落ち着いたと思
う７

０．３０．３０．５４．０４５．３４９．６
友達と仲良くするなど
の社会性を身に付ける
ために必要だと感じる

幼
児
期
の
動
的
な
遊
び

は
１

保
護
者
ご
自
身
に
つ
い
て

００．３０．３１．６３０．９６６．９基礎体力を身に付ける
ために必要だと感じる２

００．５１．６１７．１４４．２３６．６
基本的な生活習慣を
身に付けるうえで、重
要だと感じる

３

０．８０．８２．２１３．８５２．８２９．６理解している
な
ぜ
幼
児
期
に

運
動
支
援
が
必

要
な
の
か
を　

４

００．５４．３１９．８４５．３３０．１
理解する上で、「親子ふ
れあい遊び」などがあ
れば、参加したいと思う

５

０２．７９．５５０．７２９．５７．６
運動遊び（巡回訪問）を始めて
から、子どもと一緒に体を動かし
て遊ぶようになった

６

０１．９１１．４３６．０３７．４１３．３以前から、子どもと一緒に体
を動かして遊んでいる７

２．６０．６０．６１０．４４１．６４４．２今後、「親子ふれあい遊び」を実
施すれば、また参加したいと思う１

親
子
ふ
れ
あ
い

遊
び
に
つ
い
て ２．６０．６０．６９．１４１．６４５．５

なぜ幼児期に運動支援が必要
なのかを理解する上で、「運動
遊び」の説明は必要だと思う

２

※親子ふれあい遊びについては回収数１５４枚（親子ふれあい遊び実施
園：八条幼、森本へき地保、蓼川保、合橋保）
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

我
が
家
の
人
気
者
☆
ゴ
ン
太
く
ん
�

（
父　
祐
介
・
母　
真
由
美
、気
比
）

芯
の
強
い
男
の
子
に
育
っ
て
ね
。

（
父　
栄
司
・
母　
明
子
、下
陰
）

心
優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ね
。

（
父　
栄
司
・
母　
明
子
、下
陰
）

す
く
す
く
と
育
っ
た
あ
な
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
伸
び
伸
び
と

遊
ん
で
ね
。

（
父　
正
博
・
母　
幸
、
竹
野
町
小
丸
）

ど
ん
な
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
も
自
分
自

身
に
負
け
な
い
強
い
男
の
子
に
な
っ

て
ね
。

（
父　
道
洋
・
母　
悦
子
、九
日
市
中
町
）

（平成１７年６月６日生）
宮下 誠  生 

ま こ と

ちゃん
（平成１７年６月６日生）
宮 下 彩  生 

さ ら

ちゃん

（平成１８年３月１９日生）
藤井 翔  也 

しょう や

ちゃん
（平成１８年７月３日生）
木 瀬 瑛  介 

おう すけ

ちゃん
（平成１８年１月１日生）
谷山 鯉  司  郎 

こい じ ろう

ちゃん

（
敬
称
略
）

■
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽ 　
  　
  
哲  
成 
（
千
代
田
町
）

は
ま 
ざ
き 
て
つ 
し
げ

　

谷
垣
あ
つ
み
（
竹
野
町
森
本
）

■
優
良
事
業
所

▽
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
但
馬

　

支
店
（
日
高
町
土
居
）

▽
株
式
会
社
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び

　

こ
（
但
東
町
正
法
寺
）

▽
福
田　

強
（
竹
野
町
濱
須
井
）

▽
土
生
田　

長
左
衛
門
（
竹
野
町

　

濱
須
井
）

■
陸
上
競
技
（
男
子
１
０
０
メ
ー

　

ト
ル
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）

▽
浅
田
清
貴
（
出
石
高
校
２
年
）

　

近
畿
高
校
陸
上
対
抗
選
手
権
大

会
（
京
都
市
）
男
子
１
０
０
メ
ー

ト
ル
で
６
位
、
同
２
０
０
メ
ー
ト

ル
で
３
位
に
入
賞
。

■
な
ぎ
な
た（
演
技
の
部
）

▽
鳥
田　
 
葵 
・
内
海 
裕  
子 
ペ
ア

あ
お
い 

ゆ
う 

こ

▽
福
田
陽
子
・
岡
本
美
香
ペ
ア

　
（
近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
３

　

年
）

　

兵
庫
県
高
校
総
体
の
演
技
の
部

で
、
１
位（
鳥
田
・
内
海
ペ
ア
）、
２

位（
福
田
・
岡
本
ペ
ア
）入
賞

　

第　

回
全
国
高
等
学
校
写
真
選

１４

手
権
大
会
「
写
真
甲
子
園
２
０
０

７
」
で
、
全
国
２
４
２
校
の
中
か

ら
見
事
予
選
を
突
破
し
、
７
月　
２４

日
〜　

日
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

２７

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

出
場
メ
ン
バ
ー
は
、
太
田
垣 
朝 とも

 
耶 
・
山
本
あ
ゆ
み
・
川
越　
 
麗 （
以

や 

れ
い

上
１
年
）
で
す
。

　

７
月
４
日
・
５
日
に
イ
ギ
リ
ス

（
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

ウ
ェ
イ
）で
開
催
さ
れ
た
シ
ェ
ル
エ

コ
マ
ラ
ソ
ン
Ｕ
Ｋ
２
０
０
７
に
初

参
戦
し
た
同
部
が
、
植
物
か
ら

作
っ
た
燃
料
を
使
う
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ク
ラ
ス
で
初
優
勝
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
世
界
で
も
最
大
規

模
の
省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー
ス
と
し
て

知
ら
れ
、
規
定
の
距
離
を
時
間
内

に
走
行
し
、
消
費
し
た
燃
料
の
少

な
さ
を
競
う
も
の
で
、
世
界
か
ら

約　

台
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
部

７０
が
参
戦
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ク
ラ
ス
は
５
台
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
８
１
９
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、
圧
勝
で
し

た
。

　

こ
の
快
挙
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
普
及
・
活
用
促
進
だ

け
で
な
く
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め

る
環
境
再
生
に
取
り
組
む
豊
岡
市

を
大
き
く
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

平
成　

年
度（
財
）兵
庫
県
危

１９

険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

兵
庫
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
会
長
感
謝
状

▲レースに参戦した但馬技術大学校自動車部
のエコカー

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
写
真

部
が「
写
真
甲
子
園
２
０
０
７
」

（
全
国
大
会
）出
場
決
定

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
佐
賀
県
）出
場
決
定

但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部

が
省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー
ス

世
界
大
会
で
ク
ラ
ス

優
勝
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

■
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

　

道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
広
く
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
や
空
き
缶
の
ポ

イ
捨
て
、無
断
の
張
り
紙
、は
み
出

し
看
板
の
設
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

建
設
課
建
設
管
理
係

■
電
気
使
用
安
全
月
間

　

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

く
と
き
は
、
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ

た
り
し
な
い
で
、
必
ず
プ
ラ
グ
を

持
っ
て
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー

ド
と
プ
ラ
グ
の
接
続
部
分
を
傷
め
、

シ
ョ
ー
ト
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
電
気
の
安
全
な

使
用
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　
　

関
西
電
気
保
安
協

（財）

会
豊
岡
技
術
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

５
５
０
８

２２

■
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る

　
　

県
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間

　

人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

◆
人
権
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）午
後
１

２６

時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル

▽
内
容

〈
第
１
部
〉
人
権
学
習
啓
発
活
動

支
援
組
織
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

い
ぼ
が
わ
」
に
よ
る
講
演
・
寸

劇
な
ど

〈
第
２
部
〉
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
人
権
文
化
に
満
ち
た

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

〈
第
３
部
〉
意
見
交
換

▽
参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
に
直
接
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

教
育
委
員
会
出
石
分

室

月

間

月

間

第　

回
２５
豊
岡
市
長
杯
争
奪
将
棋
大
会

催

し

催

し

　

か
ば
ん
の
ま
ち
豊
岡
で
生
産
し

て
い
る
か
ば
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

中
で
も
特
に
厳
し
い
認
定
基
準
を

ク
リ
ア
し
、品
質
保
証
さ
れ
た「
豊

岡
鞄
」
な
ど
を
展
示
、
販
売
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月　

日（
土
）・　

日

１１

１２

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
（
豊

岡
市
祥
雲
寺　

‐
２
）

１４

▽
内
容　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
豊
岡

鞄
」
な
ど
の
販
売
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
グ
ッ
ズ
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
、
か
ば
ん
の

部
品
無
料
提
供
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

※「
豊
岡
鞄
」は
、
兵
庫
県
鞄
工
業

組
合
の
地
域
団
体
商
標
で
す
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

　

�　

－

８
２
２
２

３７

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）

１９

　

午
前　

時
〜
対
局

１０

※
参
加
希
望
者
は
、

　

当
日
、
午
前
９
時

　

か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
直

接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

但
馬
文
教
府

▽
内
容　

Ａ
級（
３
段
以
上
）、
Ｂ

級（
初
・
２
段
）、Ｃ
級（
級
位
者
）

の
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
予
選

後
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

▽
参
加
費　

一
般
２
、０
０
０
円
、

支
部
会
員
お
よ
び
高
校
生
１
、

５
０
０
円
、小
中
学
生
１
、２
０

０
円
（
昼
食
と
参
加
賞
付
き
）

▽
そ
の
他　

プ
ロ
棋
士
の
南　

芳

一
９
段
の
指
導
対
局
等
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
本
将
棋
連
盟
但
馬

支
部
支
部
長　

木
谷
さ
ん

　

�
０
９
０－

３
２
８
７－

７
１
１
４

か
ば
ん
市

８
月
は 
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市
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

豊
岡
盆
お
ど
り
大
会

　

市
内
の
清
流
で
数
多
く
発
見
さ

れ
、
そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
象

徴
し
て
い
る
世
界
最
大
の
両
生
類

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
。
そ
の
生

態
は
、多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い

ま
す
。今
回
は
、こ
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
と
全
国
に
生
息
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
併
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

９
月　

日（
火
）ま
で
。

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

休
館
日
は
水
曜
日
）

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
中

学
生
２
０
０
円
（
コ
コ
ロ
ン
カ

　

ー
ド
使
用
可
）

※
常
設
展
も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

　
「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

　
　

ち
び
っ
子
博
士
に
な
ろ
う
」

　

よ
り
深
く
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を

学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
修
了
者
に
は
、「
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
ち
び
っ
子
博
士
」

の
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
中
学
生

▽
日
程
・
内
容

○
８
月
３
日（
金
）午
前

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

・
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
暮
ら

し
と
生
態

・
講
師
…
同
博
物
館
館
長

○
８
月
４
日（
土
）午
前　

時　

分

１０

３０

〜　

時　

分

１１

３０

・
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い
て

・
講
師
…
但
馬
国
府
･
国
分
寺
館

館
長

○
８
月
５
日（
日
）午
前　

時
〜
正

１０

午
・
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の 
土  
鈴 

ど 
れ
い

作
り

・
講
師
…
同
博
物
館
職
員　

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
土
鈴
の

粘
土
代
）

▽
申
込
み　

８
月
２
日（
木
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
は
、全
員
受
け
入
れ
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
本
・
モ

ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

　

�　

－

１
０
０
０

５６

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

第　

回　

企
画
展

３６
「
生
き
た
化
石

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

　

私
た
ち
は
、
現
代
よ
り
も
古
代

の
方
が
劣
っ
て
い
る
と
考
え
が
ち

で
す
。と
こ
ろ
が
、発
掘
調
査
で
出

土
す
る
も
の
の
中
に
は
、
現
代
の

職
人
が
舌
を
巻
く
ほ
ど
高
度
な
技

術
を
用
い
て
作
ら
れ
た
品
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
木
製
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
匠
の
技
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

９
月　

日（
火
）ま
で
。

２５

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、
休
館

３０

日
は
水
曜
日
）

▽
場
所　

同
館　

企
画
展
示
室

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
（　
６５

歳
以
上
は
２
５
０
円
）、高
校
生

２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
５
０

円（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
使
用
可
）

◆
第
７
回　

ミ
ニ
企
画
展

　
「
カ
ブ
ト
ム
シ
博
士
に
な
ろ
う　

」
!!

　

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
が
所

蔵
す
る
、
世
界
の
カ
ブ
ト
ム
シ
が

大
集
合
し
ま
す
。
夏
休
み
は
、
ぜ

ひ
、
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

８
月　

日（
金
）ま
で

３１

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　

総
合
学
習
室

▽
入
館
料　

無
料

▽
問
合
せ　

但
馬
国
府
・
国
分
寺

　

館
�　

－

６
１
１
１

４２

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

第　

回　

企
画
展

１１
「
い
に
し
え
の
匠
の
技
―

木
と
と
も
に
生
き
た
人
々
」

　

地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
べ

ろ
べ
ろ
節
」
や
「
松
坂
節
」
を
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
と
円

山
川
公
苑
の
所
蔵
品
に
加
え
、
作

家
本
人
か
ら
も
作
品
を
お
借
り
し
、

よ
り
多
面
的
に
こ
の
２
人
の
業
績

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
館
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

９
月　

日（
月
・
祝
）ま

１７

で
。午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
こ

の
間
、
無
休
）

▽
場
所　

県
立
円
山
川
公
苑
美
術

　

館
（
豊
岡
市
小
島
１
１
６
３
）

▽
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、
小

中
学
生
１
０
０
円
（
コ
コ
ロ
ン

カ
ー
ド
使
用
可
）　

▽
問
合
せ　

文
化
振
興
課
ま
た
は

兵
庫
県
立
円
山
川
公
苑
美
術
館

　

�　

－

３
０
８
５

２８

　

市
と
県
立

円
山
川
公
苑

の
共
催
で
、

画
家
の
児
玉

晶
仁
さ
ん
と

稲
垣
久
治
さ

ん
に
焦
点
を

当
て
た
美
術

ｔｈｅ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　Ｖｏｌ．２
児玉晶仁・稲垣久治
～市所蔵品　＆　　　
　円山川公苑所蔵品
　　　　を中心に～
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子
育
て
グ
ル
ー
プ

元
気
ｉ
ｎ
ｇ
会
員
２
次
募
集

募

集

募

集

▽
日
程
・
内
容

○
８
月　

日（
火
）午
後
７
時
〜

１４

　

盆
踊
り

　

９
時　

分
〜
お
菓
子
配
り

１０

○
８
月　

日（
水
）午
後
７
時
〜

１５

　

盆
踊
り

　

８
時　

分
〜
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

３５

▽
場
所　

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

〈
盆
踊
り
練
習
会
〉

▽
日
時　

８
月
６
日（
月
）・
９
日

（
木
）午
後
７
時　

分
〜
９
時　

３０

３０

分
▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館　

３

階
集
会
室

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
よ
う
振
興

会
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局　

上
坂
さ
ん

　

�　

－

７
３
５
６

２２

　

�
０
９
０－

９
２
１
２－

８
１
４
８

▽
対
象　

豊
岡
地
域
在
住
の
、
在

宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
親
子

で
、
平
成　

年
１
月
〜
９
月
生

１８

れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
募
集
人
員　
　

組（
先
着
順
）

１５

▽
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名（
親
子
）、
電
話
番
号
、
子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
を
記

入
の
上
、
送
付
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

　

８
月　

日（
水
）

１５

　

〜　

日（
水
）

２９

▽
そ
の
他

※
通
信
費
等
は
、　
　
　
　
　

　

実
費
徴
収
し
ま
す
。

※
市
内
の
他
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー

は
、
随
時
、
入
会
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー（
〒
６
６
８
‐
０
０

３
１
豊
岡
市
大
手
町
４
‐
５
）

　

�　

－

４
６
０
４

２４

　
　
　

－

４
７
４
０

ＦＡＸ
２４

　

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
県
土

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
団

体
等
で
育
て
ら
れ
て
い
る
花
や
緑

の
優
良
事
例
や
、
環
境
に
配
慮
し

た
緑
化
事
業
を
顕
彰
し
ま
す
。

　

特
に
優
秀
な
団
体
等
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

県
内
に
居
住（
在
所
）す

る
個
人
ま
た
は
団
体
が
、
四
季

を
通
じ
て
育
て
て
い
る
花
や
緑

※
例
…
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
生

け
垣
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
窓
辺
、
壁

面
、屋
上
、道
路
、ミ
ニ
公
園
、共

同
庭
園
、
河
川
敷
、
休
耕
田
、

学
校
林
な
ど

▽
募
集
部
門

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
部
門
…
自

治
会
や
老
人
会
、
婦
人
会
、
子

ど
も
会
、
商
店
街
な
ど

○
家
庭
緑
化
部
門
…
家
庭

○
学
園
緑
化
部
門
…
保
育
園
や
幼

稚
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、

大
学
な
ど

○
職
域
緑
化
部
門
…
工
場
、
事
務

所
、
駅
、
バ
ス

停
、
病
院
、
市

庁
舎
な
ど

▽
そ
の
他　

応
募

　

用
紙
は
、
生
活

　

環
境
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

　

応
募
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日（
日
）

３０

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課

第　

回
２５
ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

環
境
省
お
よ
び

独
立
行
政
法
人
環

境
再
生
保
全
機
構

で
は
、
毎
年　

月
１２

を
大
気
汚
染
防
止

推
進
月
間
と
定
め
、
き
れ
い
な
空

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
こ
の
月
間
に
、
全

国
各
地
で
掲
載
す
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

青
い
空
の
大
切
さ
や
、
大
気
を

き
れ
い
に
す
る
ア
イ
デ
ア
・
工
夫
、

あ
な
た
が
描
く
美
し
い
空
な
ど
を

自
由
な
発
想
で
表
現
し
て
、
ポ
ス

タ
ー
を
図
案
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

▽
賞　

環
境
大
臣
賞
、
環
境
再
生

保
全
機
構
理
事
長
賞
、
優
秀
賞

な
ど
多
数

▽
応
募
方
法　

生
活
環
境
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
作
品
を
添
え
て
応

募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用

紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.aoi

‐sora.jp/

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
（
月
・

１７

祝
）

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集
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今
年
で　

回
目
を
迎
え
、
豊
岡

１０

恒
例
の
秋
の
ま
つ
り
と
な
っ
た
大

石
り
く
ま
つ
り
を
、　

月　

日

１０

２０

（
土
）、　

日（
日
）の
２
日
間
、
開

２１

催
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
忠
臣
蔵
で
有

名
な
大
石
内
蔵
助
の
妻
・
り
く
の

生
誕
地
、
但
馬
豊
岡
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
と
交
流
人
口
の
増
大
を
促
進

し
よ
う
と
開
催
す
る
市
民
主
導
の

ま
つ
り
で
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
実
行
委
員
の
方

の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
興
味
の
あ
る
方
、
ま

た
、
一
緒
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

随
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
観
光

協
会
�　

－

８
１
１
１

２２

　

明
る
く
や
る
気
の
あ
る
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
。
経
験
の
あ
る
方

の
応
募
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
職
種
・
人
員　

保
育
士（
常
勤
）

３
人

▽
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成　

年
３

２０

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
、
卒
業
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
保
育
士

証（
取
得
見
込
書
）、
健
康
診
断

書
▽
採
用
予
定
日　

平
成　

年
４
月

２０

１
日

▽
募
集
期
間　

８
月
６
日（
月
）〜

　

日（
土
）

２５

▽
そ
の
他　

詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
選
考
〉

▽
日
時　

９
月
９
日

　
（
日
）午
前　

時
〜

１０

▽
場
所　

チ
ャ
イ
ル
ド

　

ハ
ウ
ス
保
育
園

▽
方
法　

面
接
、論
文
、実
技（
得

意
分
野
で　

分
間
）
お
よ
び
後

１０

日
に
１
日
の
実
習

▽
応
募
･
問
合
せ　

社
会
福
祉
法

人　

豊
友
会　

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ

ウ
ス
保
育
園
�　

－

３
９
０
０

２９

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

childhouse@

childhouse.or.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.childhouse.

or.jp/

　

自
然
豊
か
な
円
山
川
の
川
面
か

ら
見
る
景
色
と
さ
わ
や
か
な
風
が
、

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
漕
い
で
、
気
持
ち
よ
い
川
風

を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

８
月　

日（
日
）午
前
９

２６

時
〜

※
荒
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

▽
場
所　

円
山
川
城
崎
漕
艇
場
２

コ
ー
ス　

３
０
０
メ
ー
ト
ル

▽
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上

※
小
学
生
の
み
の
チ
ー
ム
編
成
は

対
象
外
で
す
。

▽
競
漕
種
目

○
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
…
４
人
漕
ぎ

＋
舵
手（
コ
ッ
ク
ス
）

・
経
験
者
の
部
、
初
心
者
の
部

○
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
…
１
人
漕
ぎ

・
経
験
者
の
部
の
み

▽
参
加
費　

各
種
目
、
大
人
１
人

１
、０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料

▽
留
意
事
項

・
漕
艇（
ボ
ー
ト
）部

に
籍
を
置
い
た
こ

と
の
あ
る
方
は
、

経
験
者
と
み
な
し

ま
す
。

・
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
の
初
心
者
の

部
に
は
、
舵
手
を
含
み
経
験
者

は
２
人
ま
で
参
加
可

・
経
験
者
の
部
へ
の
初
心
者
参
加

は
可

・
す
べ
て
主
催
者
に
よ
る
借
艇
・

配
艇
と
し
、
自
艇
で
の
参
加
は

不
可

▽
申
込
期
限　

８
月
９
日（
木
）

▽
そ
の
他　

練
習
日
は
、
８
月　
１９

日（
日
）午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

円
山
川
城

崎
ボ
ー
ト
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
城
崎
分
室
内
）

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

平
成　

年
度 
職
員
募
集

２０

第　

回 
大
石
り
く
ま
つ
り

１０
実
行
委
員
会
委
員
募
集

第　

回　
１６

城
崎
レ
ガ
ッ
タ（
ボ
ー
ト
大
会
）

参
加
者
・
参
加
チ
ー
ム
募
集

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ

�　

－

３
０
０
０

２４

　
　

－

３
０
０
４

FAX
２４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　plaza@
city.toyooka.lg.jp

◆
第
３
回　
市
民
プ
ラ
ザ

　
　

ば
ん
ど
ま
つ
り
出
場
者
募
集

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
る
方
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
に
立
ち
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

方
も
、
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
方
も
一

緒
に「
ま
つ
り
」を
創
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
後
２

１１

１１

時
〜　
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折
り
紙
＆
工
作

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
」を
作
ろ
う

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

▽
場
所　

同
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

▽
参
加
資
格　

市
内
お
よ
び
周
辺

地
域
で
、
社
会
人
を
中
心
と
し

た
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
団
体

ま
た
は
個
人
。
た
だ
し
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
、
純
邦
楽
、
ア
カ

ペ
ラ
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
生
演
奏
に
限
り
ま
す
。

▽
募
集
数　

５
〜
７
団
体

▽
応
募
方
法　

同
プ
ラ
ザ
に
あ
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月

　
　

日（
月
）必
着

１０
▽
そ
の
他

・
出
演
時
間
は
、

　

１
団
体
に
つ
き　

分
間
を
予
定

２０

・
出
場
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定

　

劇
団
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
基
礎

訓
練
と
舞
台
実
習
を
経
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
の
上
演
に
取
り
組
む
、

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
の
市
民
参
加
型

創
造
事
業
で
す
。

▽
応
募
資
格　

中
学
生
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
、

中
学
生
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
送
迎
等
全
面
的
な
協

力
、
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
ま

た
、
高
校
生
に
つ
い
て
も
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▽
募
集
人
員　
　

人
程
度

２０

▽
応
募
期
限（
１
次
）　

８
月　

日
３１

（
金
）

▽
稽
古
開
始　

９
月
上
旬
〜

▽
応
募
方
法　

同
プ
ラ
ザ
に
あ
る

所
定
の
応
募
用
紙
で
、
ま
た
は

住
所
、氏
名
、年
齢
、連
絡
先
、応

募
動
機
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で

応
募
く
だ
さ
い
。

　

折
り
紙
で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
親
子
や
小

枝
や
木
粉
粘
土
を
使

っ
た
巣
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
す
べ
て
環
境
に
配
慮
し
た

素
材
を
使
用
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月
５
日（
日
）午
後
１

時
〜
２
時　

分
３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

研

修
コ
ー
ナ
ー
（
豊
岡
市
祥
雲
寺

　

‐
２
）

１４
▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
講
師　

折
り
紙
工
芸
作
家　

水

嶋　

勉
さ
ん

▽
参
加
費　

６
０
０
円（
材
料
代
）

▽
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
間　

７
月　

日（
土
）〜

２８

８
月
１
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
�　

－

８
２
２
２

３７

◆
普
通
救
命
講
習

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
（
３
時
間
講
習
）

▽
日
時　

９
月
９
日

　
（
日
）午
前
９
時
〜

　

正
午

▽
場
所　

日
高
農
村

　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
講
習
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
定
員　
　

人　
　

３０

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

消
防
本
部
管
内
各

分
署
、
出
張
所
お
よ
び
駐
在
所

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
署

（
所
）に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
ま
す
。　

▽
申
込
期
限　

９
月
３
日（
月
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
救
急
係

　

�　

－

８
０
３
８

２４

　
　
　

－

１
２
７
８

FAX
２４

◆
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　

消
防
法
第
８
条
の
規
程
に
よ
り
、

劇
場
、
集
会
場
、
ホ
テ
ル
等
、
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
防

火
対
象
物
の
う
ち
、
収
容
人
員
が

３
０
０
人
以
上
と
な
る
対
象
物
の

防
火
管
理
者
に
対
し
、
５
年
以
内

ご
と
に
本
講
習
を
受
講
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
は
受
講
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月　

日（
金
）午
後
１

２４

豊
岡
市
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
17.ocn.ne.

jp/̃
fdtoyoka/

豊岡市民プラザ
演劇ファクトリーＶＯＬ．Ⅳ　本公演
　プラザ発　
　市民による創作演劇　
　　　　出演者大募集 !!
　公演：平成２０年３月２２日（土）
　　　　　　　　　　２３日（日）
　場所：市民プラザ
　　　　　　ほっとステージ
　※演目は近日中に決定します！
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近
年
、
環
境
汚
染
や
加
工
食
品

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ゲ

ン（
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る

抗
原
）が
増
加
し
、
日
本
人
の
２
・

８
人
に
１
人
が
ア
レ
ル
ギ
ー
様
疾

患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

青
い
柑
橘
類
果
実
が
持
つ
す
ば
ら

し
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
・
美
白
作
用

の
話
で
す
。
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月　

日（
土
）午
後
１

２５

時
〜
（
午
後
０
時　

分
開
場
）

３０

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

５
階

鞄
会
館
ホ
ー
ル

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
講
師　

近
畿
大
学
薬
学
部
創
薬

科
学
科
教
授　

松
田
秀
秋
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

近
畿
大
学

附
属
豊
岡
高
校
事
務
部
（
〒
６

６
８
‐
０
０
６
５
豊
岡
市
戸
牧

１
０
０
）
�　

－

４
３
０
５

２２

　
　
　

－

５
３
６
２

ＦＡＸ
２４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info＠
kindai－

toyooka.ed.jp

時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

市
民
会
館　

３
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー

▽
定
員　
　

人
３０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
参
加
費　

２
、０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

消
防
本
部
管
内
各

分
署
、
出
張
所
お
よ
び
駐
在
所

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
署

（
所
）に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

８
月　

日（
金
）

１７

▽
問
合
せ　

予
防
課
指
導
係

　

�　

－

８
０
３
６

２４

　
　
　

－

１
１
７
６

ＦＡＸ
２４

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ

ッ
ク
製
の
一
部
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡

易
消
火
器
具
の
不

具
合
が
、
多
数
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
確
認
く
だ
さ
い
。

■
該
当
す
る
消
火
器
具

○
製
造
業
者
…
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ

ク
株
式
会
社

○
商
品
名
…
「
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ

Ｔ
」、「
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ
」

　

親
子
で
一
緒

に
、
楽
し
く
身

体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
運
動

能
力
の
向
上
や

育
児
の
ス
ト
レ
ス
・
運
動
不
足
解
消

に
、
家
に
あ
る
身
近
な
も
の
を

使
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

９
月
６
日
〜　

月　

日

１０

２５

の
間
の
毎
週
木
曜
日（
計
８
回
）

・
午
前
の
部
…
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

・
午
後
の
部
…
午
後
２
時
〜
３
時

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

▽
対
象　

保
育
園
、
幼
稚
園
に
入

園
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▽
内
容　

タ
オ
ル
、
ボ
ー
ル
、
新

聞
紙
、
ゴ
ム
ひ
も
、
う
ち
わ
、

空
き
缶
な
ど
、
身
近
に
あ
る
も

の
を
使
っ
た
遊
び
を
通
し
て
、

親
子
で
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

▽
定
員　

各　

組（
先
着
順
）

１０

▽
参
加
費　

１
組
３
、０
０
０
円

▽
指
導
者　

但
馬
ド
ー
ム
指
導
員

教

室

教

室

わ
く
わ
く
親
子
体
操
教
室

―
エ
ア
ゾ
ー
ル
式

　

簡
易
消
火
器
具
の

不
具
合
が
生
じ
て
い
ま
す
―

消
火
器 

○
製
造
時
期
…
平
成　

年　

月
〜

１３

１１

平
成　

年
７
月

１４

○
品
質
保
証
期
間
…
平
成　

年
１

１７

月
〜　

月
１０

■
留
意
事
項

　

設
置
・
保
管
環
境
に
よ
り
、

容
器
内
部
の
腐
食
反
応
が
進
行

し
、
液
漏
れ
や
亀
裂
・
破
裂
事

故
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

缶
底
に
表
示
さ
れ
て
い
る
品

質
保
証
期
間
を
確
認
し
、
該
当

品
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
配

布
の
自
主
回
収
広
告
や
メ
ー

カ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参

考
に
、
速
や
か
に
メ
ー
カ
ー
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

の
「
お
客
様
相
談
窓
口
」
も
利

用
く
だ
さ
い
。

　

�
０
１
２
０－

８
０
１
０
８
４

※
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

予
防
課
予
防
係

　

�　

－

８
０
３
６

２４

近
畿
大
学
公
開
講
座
２
０
０
７

日
本
人
は
２
・
８
人
に
１
人
が

ア
レ
ル
ギ
ー
様
疾
患

　

ー
青
い 
柑
橘 
に

か
ん
き
つ

　
　
　

強
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
･

　
　
　
　

美
白
作
用
を
発
見
ー
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そ
の
他

そ
の
他

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

来
館
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

７
月　

日（
月
）〜

３０

８
月　

日（
金
）

３１

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

ド
ー
ム
（
〒
６
６
９
‐
５
３
７

９
日
高
町
名
色　

‐　

）

８８

５０

　

�　

－

１
９
０
０

４５

　

フ
レ
ス
コ
画
は
、
石
灰
と
砂
を

水
で
練
っ
て
作
っ
た
画
面
が
生
乾

き
状
態
の
う
ち
に
絵
の
具
で
絵
を

描
い
た
も
の
で
す
。
何
年
経
っ
て

も
色
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。
人
類
最

初
の
絵
画
で
あ
る
ア
ル
タ
ミ
ラ
の

洞
窟
の
生
き
生
き
し
た
牛
の
壁
画

が
フ
レ
ス
コ
画
で
す
。

　

今
年
の
夏
の
思
い
出
に
、
自
分

だ
け
の
フ
レ
ス
コ
画
を
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
、
自

分
の
部
屋
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

８
月　

日（
木
）午
前
９

２３

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

但
馬
技
術
大
学
校
建
築

工
学
科　

実
習
室

▽
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
講
師　

但
馬
技
術
大
学
校
建
築

工
学
科
ス
タ
ッ
フ

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
２０

※
応
募
者
多
数
の

　

場
合
は
抽
選

▽
そ
の
他　

自
分
の
書
き
た
い
も

の
を
決
め
（
Ａ
４
程
度
の
大
き

さ
）、
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
直
接
、
窓
口
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

８
月
６
日（
月
）〜

　

日（
金
）

１７
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
生
涯
訓
練
課
（
〒

６
６
８
‐
０
０
５
１
豊
岡
市
九

日
市
上
町
６
６
０
‐
５
）

　

�　

－

２
２
３
３

２４

　
　
　

－

０
８
７
５

ＦＡＸ
２４

ご
み
の
収
集
日
の
変
更

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

技
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

親
子
で
つ
く
る

　
　
　

フ
レ
ス
コ
画
教
室

【
城
崎
地
域
】

　
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
と
お
り

【
竹
野
地
域
】

　
「
平
成　

年
度
家
庭
ご
み
収
集

１９

計
画
」
の
と
お
り

【
但
東
地
域
】

　

８
月　

日（
火
）、　

日（
水
）の

１４

１５

燃
や
す
ご
み
（
振
替
日
な
し
）

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

平
成　

年
４
月　

日（
金
）〜
５

２０

１８

月　

日（
日
）の　

日
間
に
わ
た
り
、

１１

２４

姫
路
城
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
「
第

　

回　

全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
兵

２５庫
姫
路
菓
子
博
２
０
０
８
」
の
第

１
期
前
売
券
が
４
月　

日
か
ら
発

２７

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
菓
子

が
集
い
、
国
内
外
の
有
名
な
パ

テ
ィ
シ
エ
が
作
る
菓
子
博
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
登
場
す
る
、

日
本
最
大
の
お
菓
子
の
祭
典
で
す
。

　

前
売
券
は
、
海
外
旅
行
な
ど
豪

華
賞
品
が
当
た
る
懸
賞
や
、
姫
路

城
、
好
古
園
の
割
引
券
、
県
内
の

人
気
観
光
施
設
の
優
待
割
引
が
受

け
ら
れ
る
特
典
付
き
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
菓
子
博
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
普
通
入
場
券　

第
１
期
前
売
、

大
人
１
、５
０
０
円（
当
日
券
は

２
、０
０
０
円
）

〈
入
場
券
取
扱
場
所
〉

　

全
但
バ
ス
豊
岡
営
業
所
、
同
城

崎
営
業
所
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
み
ど
り
の
窓
口
お
よ
び
各

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
商
工
労

政
課
�　

－

３
６
８
３

２６

第　

回　
全
国
菓
子
大
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期
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月
）〜　
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ご
み
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だ
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次
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集
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替
日

を
設
け
ま
す
。
な
お
、
燃
や
す
ご

み
の
振
替
日
は
あ
り
ま
せ
ん
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【日高地域】
振替日収集品目収集を休む日

８月２８日（火）
燃やさないごみ
びん、かん

８月１４日（火）

８月１６日（木）
紙製容器包装
プラスチック製容器包装

８月２９日（水）
燃やさないごみ
びん、かん

８月１５日（水）

【出石地域】
振替日収集品目収集を休む日

８月２１日（火）ペットボトル８月１４日（火）

８月２９日（水）
燃やさないごみ
びん、かん

８月１５日（水）

【豊岡地域】
振替日該当する地区収集品目収集を休む日

８月２４日（金）

納屋、上佐野、佐野、上ノ町、中ノ町、下ノ町、妙
楽寺
宵田、寺（大開線沿いから南側）、生田東、御陵（御
陵線沿いから北側）、生田西、大開東（大開線沿い）、
大開西、亀山（大開線から南側）、駅前（大開線沿い
から南側）

ペットボトル

８月１４日（火）

８月２８日（火）弥栄、桜通
ペットボトル　
紙製容器包装

８月２１日（火）市谷、中郷、引野、�渕、沖加陽土 燃やさないごみ

お知らせ　７月１０日発行の「広報とよおか」第５４号、１６ページの「くらしの情報」の「第２１回参議院議員通常選挙」中、「開票時間は午
後１０時～」が「午後９時４０分～」に変更となりましたのでお知らせします。
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

平成２０年度　豊岡市職員募集
「コウノトリ悠然と舞う　ふるさと」の実現に向けて…

～豊かな発想力、熱意と行動力のあるあなたを待っています～　

受　　　　験　　　　資　　　　格採用予定人員職　　　種

　昭和５２年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校
以上の学校を卒業した方、または平成２０年３月末までに卒業見込みの方

４人程度一般事務職

　昭和４７年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格および幼稚園教諭
免許（１種または２種）を合わせて有する方、または平成２０年３月末ま
でに同資格および同免許を取得見込みの方（ただし、期限までに同資格
および同免許を取得できない場合は採用しない）

６人
保　育　士
幼稚園教諭

　昭和５２年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を有する方、また
は平成２０年３月末までに同免許を取得見込みの方　（ただし、期限までに
同免許を取得できない場合は採用しない）　

２人保 健 師

　昭和５２年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士免許を有する方、
または平成２０年３月末までに同免許を取得見込みの方　（ただし、期限ま
でに同免許を取得できない場合は採用しない）

１人管理栄養士

　昭和５９年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校
以上の学校を卒業した方、または平成２０年３月末までに卒業見込みの方
で、次の要件をすべて満たす方
　・視力が両眼とも１．０以上（矯正視力を含む）であること
　・色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職

務遂行上支障がないこと

５人消 防 職

◇受付期間　８月７日（火）～２０日（月）必着
◇試　　験
　・日　程〈第１次試験〉９月１６日（日）
　　　　　〈第２次試験〉１０月下旬予定
　・場　所　じばさん但馬
　　　　　（消防職の体力検査は市民体育館）
　・内　容〈第１次試験〉
　　　　　　教養試験、作文試験、適性検査、専

門試験（保育士・幼稚園教諭、保健
師、管理栄養士のみ）、体力検査（消
防職のみ）

　　　　　〈第２次試験〉
面接試験、身体検査（健康診断書の提
出による）、実技試験（保育士・幼稚
園教諭のみ）

◇申込方法　採用試験申込書を職員課または各総
合支所総務課で受け取り、受験職種
に必要な書類を添えて、
提出ください。

　　　　　　※受付は職員課のみです。
◇採用年月日　平成２０年４月１日
《問合せ》職員課人事係

　

今
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も
夏

休
み
と
な
り

ま
し
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そ
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、
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に
子
ど
も
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の
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を
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て
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だ
こ
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と
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例
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夏
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各
地
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る
「
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オ
体
操
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、
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し
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加
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。
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学
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育
係

地
域
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で

　
　
　
　

ラ
ジ
オ
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!!
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8月の予定
市立図書館本館8月のカレンダー

土金木水火月日

4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726
■■　は休館日です。　

１１日（土）午前１１時～４日（土）午前９時３０分～日　時

合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
リサイクルブックフェア２００７

４日（土）　午前１０時～日　時

中庭、視聴覚講演室（２階）場　所

図書館カードをお持ちの方対　象

　図書館で不要となった本や雑誌を自由に持ち
帰っていただけます。

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

毎週日曜日・祝日午前９時～午後９時３０分城崎

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

竹野・日高
出石・但東

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

８日（水）午前１０時３０分～日　時

出石農村環境改善センター　農事研修室場　所

０～２歳児とその保護者対　象

絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２５日（土）午前１０時３０分～日　時

出石農村環境改善センター　和室場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

絵本からのおくりもの
１１日（土）・２５日（土）午前１０時３０分～日　時

日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１

土曜おはなしのへや
２５日（土）午前１０時３０分～日　時

竹野分館　おはなしのへや場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８

ひまわり映画鑑賞会

６日（月）・２７日（月）いずれも午後１時３０分～４時日　時

視聴覚講演室（２階）場　所

　子どもも楽しめる映画鑑賞会です。

いっしょにおはなし会
２日・９日・１６日・２３日・３０日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～

日　時

おはなしの部屋（１階）場　所

３歳くらいの幼児とその保護者対　象

絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
２日（木）午前１１時～日　時

おはなしの部屋（１階）場　所

０～２歳児とその保護者対　象

絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

第５回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１９日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

おはなし会
２５日（土）午後２時３０分～日　時

おはなしの部屋（１階）場　所

幼児または児童対　象

詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容
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8月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

父親講座
２５日（土）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児を持つ父親　※定員１５人対　象
おもちゃを製作します。内　容
はさみ、ボンド持ち物
１０日（金）募集期限

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
子育て座談会

２８日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館（但東総合支所３階）場　所
保護者　※定員１５人　託児あり対　象
子育てについての話合い内　容
２２日（水）募集期限

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
中学生とのふれあい体験事業
８日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
中学生と手遊び、ダンボール箱遊び　など内　容
お茶、タオル持ち物

高校生とのふれあい体験事業
２０日（月）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
高校生と手遊び、変身ごっこ遊び　など内　容
お茶、タオル持ち物

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
絵本の読み聞かせ

１７日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

子育てミニ講話
２４日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
アレルギーの話パート１「アレルギーって何だろう？」内　容

２５日（土）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野児童館　ホール場　所
就学前の子どもと父親　※定員１５組対　象
お父さんと親子体操を楽しみます。内　容
オフィス遊ｉｎｇ　太田詳次郎さん講　師
お茶、タオル持ち物
１日（水）～１８日（土）募集期間
動きやすい服装でお越しください。その他

お父さんと遊ぼう

９日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
竹野児童館　ホール場　所
就学前の子どもとその保護者　※定員１２組対　象
世界に１冊しかない本を作成します。内　容
桐月由起さん講　師
ガーゼのハンカチ、３０ｃｍの物差し、材料費４００円持ち物
４日（土）募集期限
表紙にしたい包装紙があれば持参ください。その他

手作り絵本に挑戦

絵本の読み聞かせ
２３日（木）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

人形劇
２４日（金）午後２時～３時日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子、小学生対　象
人形劇「夏のおとどけもの」内　容
神戸大学児童文化研究会スタッフ
各子育てセンター、豊岡市民プラザに置いてある
整理券が必要です。その他

おやこふれあいたいむ
２７日（月）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居をみたり、お手玉をします。内　容

なかよし広場
２４日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２５日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加もお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
６日（月）・１６日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡や唱歌を聴いたり、一緒に歌う内　容
計測もします。その他

小学生の手作り広場
８日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
小学３年生以上　※定員１２人対　象
かわいい「こうさぎ」「こぐま」を手縫いで作ります。内　容
ぐるーぷＭＯＫＯの皆さん講　師
材料費として１体３００円参加費
針、糸、ハサミ持ち物
７月３０日（月）～８月６日（月）募集期間
会場までの送迎は、必ず保護者が行ってください。その他
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館 �２３‐０２５５　ＦＡＸ２４－０９５２　（火曜日休館）

■第５回アカペリンピック　ｉｎ　ＴＯＹＯＯＫＡ

９月８日（土）開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席自由　５００円（中学生以下は無料）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

８月３１日（金）　開演１９：００（開場１８：３０）
◇内　容　ラグタイムと民族楽器の演奏
◇出　演　ボブ・ベッカーほか
◇入場料　全席自由　一般２，０００円　高校生以下１，０００円
　　　　　友の会会員１，２００円（当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

　世界的打楽器奏者であるボブ・ベッカーさんを迎
え、世界各地の打楽器の魅力をお伝えします。

■気楽にコンサート（ラグタイムと民族楽器）
　市内外から数多くのグループが出演します。楽器
などを使わず人の声だけで奏でられるアカペラの
ハーモニーをお楽しみください。

■池長一美　JAZZ　Night　Special
　豊岡出身のジャズドラマー池長一美さんが、ピアノ、
ベース、トランペットの一流のプレイヤーと奏でる静
かなジャズコンサートです。

９月１７日（月）
　　開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　（前売）シングル２，０００円
　　　　　　　　ペア　　３，５００円
　　　　　（当日）シングル２，５００円
　　　　（ペアチケットは前売のみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、９月７

日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
　
※市民プラザのチケットは、市民プラザのほかに市民会
館、ひぼこホール、市立図書館、城崎・竹野・日高地
区公民館、但東市民センターでも購入できます。

　スタイリッシュなパントマイムと、オシャレなマ
リオネット。子どもから大人まで不思議な魅力を堪
能できる楽しいステージです。

８月２６日（日）
　　開演１３：３０（開場１３：００）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　いいむろなおき・飯室康一

８月２４日（金）　開演１４：００（開場１３：３０）
◇内　容　１４：００～１５：００　人形劇「夏のおとどけもの」
　　　　　（子育て学習室）
　　　　　１５：３０～１６：３０　演劇「ヒーロー」
　　　　　（ほっとステージ）
◇入場料　無料（１歳以上の方は入場整理券が必要）
　　　　※入場整理券は、市民プラザのほかに、各子

育てセンター、市民会館、ひぼこホール、
市立図書館、城崎・竹野・日高地区公民館、
但東市民センターで配布します。

◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、８
月１５日（水）までに申し込みください。

■神戸大学児童文化研究会豊岡公演
　『おいで　おいで　観においで！』

■第３７回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

８月１１日（土）　開演１３：３０（開場１３：００）
◇場　所　交流サロン
◇内　容　ギター弾き語り
◇出　演　正垣　稔／ギター
　　　　　（賛助出演：吉田真策／マンドリン、
　　　　　　岩本和久／コントラバス）
◇曲　目　いい日旅立ち、霧の摩周湖、シクラメンの

かほり　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

◇入場料　全席自由
　　　　　（前売）シングル１，５００円
　　　　　　　　ペア２，５００円　高校生以下８００円
　　　　　（当日）シングル２，０００円　高校生以下１，０００円
　　　　　　　　（ペアチケットは前売のみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、８

月１６日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）　�２４‐３０００　ＦＡＸ２４－３００４　（火曜日休館）

■マイムとマリオネットのショータイム !!

■金沢市民芸術村＋文学座ユニット公演
　「お～い 幾  多  郎 」　　　（宝くじ文化公演）

き た ろう

　明治 36 年の金沢を舞台に、
世界的哲学者・西田幾多郎の
青年教師時代を描く、古きよ
き家族の時代の心温まる
ヒューマンドラマです。

９月９日（日）　開演１５：００（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　（前売）一般１，５００円、高校生以下１，０００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、８月

３０日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中
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月の主な行事 

平成１９年 

8
AUGUST

●豊岡盆踊り大会（～１５日、豊岡小学校グラウンド）（火）１４
（水）１５
（木）１６

●絵本の読み聞かせの会（１０：３０～日高総合支所）（金）１７
●第４０回　文教府夏期大学（１０：００～市民会館）（土）１８
●第１６回　城崎レガッタ出場者練習日

（９：００～円山川城崎漕艇場）
●たけのこ村まつり（１０：００～たけのこ村）
●第２５回　豊岡市長杯争奪将棋大会

（１０：００～但馬文教府）
●爆笑！お笑いバトル２００７　ｉｎ　とよおか

（１１：３０～、１４：３０～市民会館）

（日）１９

（月）２０
●たじま花と緑の教室２００７

（１４：００～日高農村環境改善センター）
●城崎灯籠流し（夕刻～城崎温泉街）

（火）２１

（水）２２
●県立但馬技術大学校技能ワークショップ
　「親子でつくるフレスコ画教室」

（９：３０～県立但馬技術大学校）
●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）

（木）２３

●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●子育てミニ講話　アレルギーの話

（１０：３０～日高総合支所）
●甲種防火管理再講習（１３：３０～市民会館）
●人形劇　夏のおとどけもの

（１４：００～子育て総合センター）
●神戸大学児童文化研究会豊岡公演「おいで
　おいで　観においで」（１４：００～豊岡市民プラザ）

●すくすく祭り（１７：００～竹野子育てセンター）

（金）２４

●お父さん講座（１０：３０～城崎子育てセンター）
●近畿大学公開講座２００７（１３：００～じばさん但馬）
●但東芸能発表会（１３：００～但東市民ホール）
●あかるいまちづくり講演会

（１３：３０～中竹野ふるさと館）

（土）２５

●第１６回　城崎レガッタ（９：００～円山川城崎漕艇場）
●第２８回　兵庫神鍋高原マラソン全国大会
（６：３０～８：００受付、８：４５～但馬ドーム発着）

●人権のつどい（１３：３０～ひぼこホール）
●マイムとマリオネットのショータイム

（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（日）２６

（月）２７
（火）２８
（水）２９
（木）３０

●気楽にコンサート（１９：００～市民会館）（金）３１

●青井浜ワンワンビーチ（～８月１９日、青井浜海水浴場）
●第１回　竹野浜　渚イルミネーション
「ウミナリエ」（～８月１８日、城崎総合支所）

●和みの灯りストリート
（～８月３日、竹野浜上・中・下町通りほか）

●たけの浜ナイター海水浴場
（～８月５日、竹野浜海水浴場）

●夏休み子ども映画会（１０：００～城崎総合支所）
●柳まつり（～２日、豊岡駅通りほか）

（水）１

●柳まつり花火大会
（２０：００～豊岡南中学校東側堤防）

（木）２

●母子家庭等特別相談
（ＪＲ和田山駅前　アートほほえみ）

●夏休み親と子の映画の夕べ（～４日、竹野北前館前）
●日本・モンゴル民族博物館ワークショップ
　「サンショウウオちびっ子博士になろう」

　（～５日、日本・モンゴル民族博物館）

（金）３

●サマー・スノー・フェスタ
（～５日、竹野浜海水浴場・青井浜海水浴場）

●出石藩夏まつり「ゆらぎの回廊」
（～１５日、出石城跡周辺）

（土）４

●折り紙＆工作「コウノトリの巣」を作ろう
（１３：００～コウノトリ本舗）

●ちびっ子宝探し大会（１３：３０～切浜海水浴場）
●この子たちの夏－１９４５・ヒロシマ　ナガサキ

（１４：００～豊岡市民プラザ）
●神鍋火山まつり（花火　２０：００～神鍋山周辺）
●子どもの野生復帰大作戦「但東ワイルド

キャンプ」（～９日、子ども自然村）

（日）５

●色水遊び（１０：００～出石子育てセンター）
●城崎温泉ふるさと祭り（ゆかたの日）

（１８：００～城崎温泉街）

（月）６

●子どもの野生復帰大作戦「竹野ファミリー
キャンプ」（～８日、たけのこ村）

（火）７

●親子運動遊び
（１０：００～但東総合支所３階　合橋地区公民館）
●小学生の手づくり広場

（１３：３０～子育て総合センター）

（水）８

（木）９
●第５回　城崎温泉湯流れ万灯（～１３日、城崎温泉街）（金）１０
●第３７回　サロンコンサート

（１３：３０～豊岡市民プラザ）
●ヴィッセル神戸豊岡市民応援デー「ｖｓジュビロ

磐田戦 ｣（１９：００～ホームズスタジアム神戸）
●かばん市（～１２日、コウノトリ本舗）

（土）１１

●ちびっ子宝探し大会（１３：３０～弁天浜海水浴場）（日）１２
（月）１３

平成１９年７月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,305 

43,757 

47,548 

31,845

（－62人） 

（－15人） 

（－47人） 

  （＋12世帯） 
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後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記
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２４ 

新田 地区 
（豊岡） 

にっ た 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介します。 

今森 

駄坂 

木内 

江本 

河谷 

百合地 

中谷 

大篠岡 

日高総合支所 

豊岡市役所 豊岡市役所 

香美町 

312

536

426

703

703

立野大橋 

円山大橋 

堀川橋 堀川橋 

新田地区 新田地区 

円
山
川 

蓼川大橋 蓼川大橋 

八代地区公民館 

新田小学校 

新田地区公民館 新田地区公民館 

豊岡東 
デイサービスセンター 

六方平野 

安川神社のムクノキ 安川神社のムクノキ 

中谷貝塚 中谷貝塚 

百合地の人工巣塔 百合地の人工巣塔 

三開山 三開山 

●地区のいわれ
　新田地区は、旧郷名である「新田郷」の名

を今に引き継いでいます。同地区は、円山川

の右岸に位置し、但馬一の穀倉地帯を有して

います。コウノトリの舞い降りる田んぼ、コ

ウノトリ育む農法などコウノトリと共生する

農業に地区をあげて取り組まれています。

●主な公共施設
・新田小学校　　・新田地区公民館
・豊岡東デイサービスセンター

豊岡市 

▲安川神社のムクノキ
　百合地区の安川神社境内には、
胸高周囲６．２５ｍ、樹高３４ｍのムク
ノキがあります（平成１８年３月に
市天然記念物に指定・新豊岡市で
の指定第１号）。神社のご神木と
しても大切にされています。

▲ 三  開  山 
み ひらき さん

　新田地区と神美地区の境には、標
高２０１．６ｍの三開山があります。一名
「但馬富士」とも称され、山頂には
「三開山城址（平成１２年８月に市史
跡に指定）」があります。また、古墳
群や８８ヵ所に石仏が祀られています。

▼六方平野
　六方平野は、大型機械に対応する
ほ場の再整備が平成７年３月に完成
しました。耕作面積は約４６５．２ｈａ
（六方・新田・中筋北部事業）で但馬一
を誇ります。

▲ 百  合  地 の人工巣塔（写真提供：県
ゆ る じ

立コウノトリの郷公園 ･７月２日撮影）
　平成１８年３月にコウノトリファンクラ
ブにより百合地区に設置されたコウノト
リの人工巣塔です。コンクリート製で、
高さ地上部１２．５ｍ、巣直径１．６ｍあります。
５月２０日には、昨年９月に放鳥されたコ
ウノトリのペアが産卵した卵からヒナ１
羽がふ化しました。

▲  中谷 貝塚
なかのたに

　中谷区には、中谷貝塚があります（昭
和６３年３月に県重要史跡に指定）。東西約
１２．５ｍ、南北約１３ｍに広がり、ヤマトシ
ジミなどの貝類を中心に厚い所で約８０ｃ
ｍも堆積しています。

新田地区
●行政区数　　８区
●人口　　３，６２５人
　男性　　１，７６６人
　女性　　１，８５９人
●世帯数　１，１９５世帯
（平成１９年７月１日現在）

●行政区
　・ 今  森 　　・ 江  本 

いま もり え もと

　・ 駄  坂 　　・ 木  内 
だ さか き なし

　・ 大  篠  岡 　・ 中谷  
おお しの おか なかのたに

　・ 河  谷 　　・ 百  合  地 
こう だに ゆ る じ


